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「
放
水
は
じ
め
！
」

10
月
13
日
︑三
戸
消
防
署
福
地
分
遣
所
で﹁
ち
び
っ

こ
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
福
地
こ
ど

も
園
の
園
児
23
名
が
参
加
︒
消
火
栓
か
ら
の
放
水
や

起
震
車
に
よ
る
地
震
の
揺
れ
を
体
験
し
︑
防
災
意
識

を
養
い
ま
し
た
︒



令
和
元
年
度  

一
般
会
計
決
算

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

令
和
元
年
度
決
算
が
９
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
が
つ
な
が
り
達
者
に
暮
ら
す
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

南
部
町
」
を
目
指
し
、「
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、

緊
急
・
重
点
事
業
の
選
択
と
、
諸
経
費
の
節
減
合
理
化
に
努

め
る
な
ど
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
予
算
執
行
に
努

め
ま
し
た
。
そ
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　一般会計の歳入は 109 億 6,886 万円。前年度に比べて 5.4% の増となり
ました。

町民一人あたりに納めていただいた町税の額　88,947 円
（町税 15 億 7,917 万円÷令和２年３月末人口　17,754 人）
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町税(14.4%)
15億7,917万円

【町税の内訳】
町民税　　　5億8,981万円
固定資産税　8億3,399万円
軽自動車税　　  6,641万円
たばこ税　　　  8,896万円

繰越金(2.3%)　2億5,709万円
諸収入(1.3%)　1億4,227万円
繰入金(3.0%)　3億2,540万円

その他収入(5.5%)　5億9,947万円
地方交付税(46.0%)
50億4,391万円

町債(8.9%)
9億7,988万円

国・県支出金(14.2%)
15億6,229万円

地方譲与税・交付金(4.4%)
4億7,938万円

自主財源（町税や町の施設使用料、手数料など、
町が自ら徴収できる財源です）

依存財源（国が自治体に交付する地方交付税
や、国・県などからの補助金などです）
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財
政
分
析
の
参
考
に
な
る
財
政
指
標
の

一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実質収支比率

2.6％
（昨年度より2.5ポイント減）

　歳入から歳出を差
し引いた差額から翌
年度に繰り越すべき
一般財源を控除した
額（実算収支）の標
準財政規模に対する
割合。

財政力指数

0.28
（昨年度より増減なし）

　通常必要とする支
出額に対し、標準的
に収入される町税な
どの割合で、数値が
大きいほど財政的に
余裕があることを示
す指数。

経常収支比率

84.9％
（昨年度より0.2ポイント増）

　町税や交付税など
の経常的一般財源収
入に人件費などの経
常経費が、どの程度
占めているかを表す
比率で、財政構造の
弾力性を判断する指
標。

歳入
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　一般会計の歳出は 105 億 8,590 万円。前年度に比べて、6.8％の増となりました。

町民一人あたりに使われた額　596,254 円
（歳出額 105 億 8,590 万円÷令和２年３月末人口　17,754 人）
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歳出
（目的別）

総務費(22.8%)　24億849万円

民生費(27.8%)　29億3,971万円

衛生費(8.1%)　8億6,273万円

農林水産業費(5.3%)5億6,199万円

公債費(12.8%)　13億6,004万円

その他(商工費など)(4.4%)　4億6,318万円
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歳出
（性質別）

土木費(6.6%)　　6億9,946万円

消防費(4.3%)　　4億5,631万円

教育費(7.9%)　　8億3,399万円

人件費(12.7%)　13億4,777万円

扶助費(13.9%)　14億6,649万円

公債費(12.8%)　13億6,004万円

物件費(14.5%)　15億3,674万円
補助費等(12.6%)
13億3,917万円

積立金(4.7%)
4億9,602万円

操出金(15.1%)
15億9,289万円

その他（維持補修費など）(1.8%)
1億8,781万円

普通建設事業費ほか(11.9%)　12億5,897万円

義務的経費
39.4%

経常的・その他の経費
48.7%

投資的経費
11.9%
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基金残高

　基金には、財源不足を補うため
の財政調整基金や地方債の返済を
計画的に行うための減債基金など
があります。

返済が２年以上にわたる借入金を
地方債といいます。借入金の残高
は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

67億6,999万円
（昨年度より6,186万円減）

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されるであろう一般
財源の規模の大きさを示す指標
で、各収支比率等の財政指標の分
母となる数値。
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借入金の残高 標準財政規模

100 億円

80 億円

60 億円

40 億円

20 億円

その他基金
61 億 9,032 万円

その他基金
59 億 7,366 万円

減債基金
31 億 3,570 万円

減債基金
31 億 63 万円

30 年度
111 億 8,681 万円

元年度
115 億 9,869 万円

1 2

200 億円

100 億円 一般会計
114 億 1,587 万円

一般会計
111 億 1,332 万円

特別会計
45 億 7,517 万円

特別会計
43 億 9,522 万円

30 年度
159 億 9,104 万円

元年度
155 億 854 万円

財政調整基金
20 億 7,745 万円

財政調整基金
23 億 774 万円
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一般会計の主な事業と決算額
　どんな事業にどれぐらいのお金が使われたのか、
総合振興計画の６つの柱ごとにお知らせします。

産業振興で活力と交流に満ちたまち 
農村整備事業 9,055 万円
農業振興事業 8,939 万円
観光施設管理事業 1 億 9,530 万円
商工業振興事業 4,265 万円
観光振興事業 4,340 万円

保健・医療・福祉が充実して安全・安心・快適に暮らせるまち
老人福祉事業 10 億 5,072 万円
児童福祉事業 7 億 9,069 万円
障害者福祉事業 6 億 3,130 万円
健康診査・予防接種事業 1 億 1,200 万円
道路橋りょう新設・維持改修事業 3 億 9,078 万円
町営住宅管理 ･ 建設事業 2 億 5,352 万円
消防・防災事業 4 億 5,631 万円
災害対策事業 3,878 万円
地域交通対策事業 9,803 万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
下水道事業繰出金 2 億 9,874 万円
環境整備事務組合負担金 3 億 7,727 万円
ゴミ収集運搬事業 4,118 万円
公園管理事業 959 万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立 1 億 4,849 万円
地籍調査事業 4,741 万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
小・中学校管理 ･ 教育振興事業 2 億 1,058 万円
保健体育施設管理運営事業 6,929 万円
公民館等管理運営事業 4,098 万円
文化財保護事業 4,899 万円
幼稚園管理運営事業 8,297 万円
語学指導外国青年招致事業 1,413 万円
中学生海外研修事業 1,014 万円

協働と参画により町民が主役になるまち
地域振興基金の積立 3 億 3,950 万円
自治振興事業 8,889 万円

南部さん一家の家計簿 　南部町の一般会計決算を2,000分の１にして、家計
簿に例えてみました。

項目 歳入 決算上の区分
給与収入 789,586 円 町税

パート収入
および賃貸収入 133,228 円

使 用 料 お よ び 手
数 料、 財 産 収 入
ほか

親からの援助 3,542,792 円
地方交付税、
国・県支出金、
交付金等

貯金取崩 162,698 円 繰入金
借金 489,940 円 町債
雑入 237,642 円 諸収入、寄付金
繰越金 128,544 円 繰越金

合計 5,484,430 円

　このように、南部さんの家庭では、家族で稼いだお金(町税・使用料等)だけでは支出のすべてをまかなうこと
ができないため、親からの援助(地方交付税等)や借金(町債)で生活している状態にあります。
　収入は、今後も減っていくことが予想されるため、電化製品の購入(建設事業費)や住宅等ローン返済(公債費)を
増やさず、食費(人件費)などを節約しながら支出を抑えていくことが必要です。

歳入
項目 歳出 決算上の区分

食費 673,886 円 人件費
医療費 733,245 円 扶助費
住宅等ローン返済 680,018 円 公債費

生活費 1,444,654 円 物件費、補助費等、
貸付金

仕送り 796,447 円 繰出金
貯金 ･ 株式投資 248,008 円 積立金ほか

家の修繕費 98,247 円 維持修繕費、
災害復旧費

電化製品の購入 618,445 円 普通建設事業費
合計 5,292,950 円

歳出
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健全化判断比率等の公表 　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づき、町の財政状況を判断するための指標
を公表します。

健全化判断比率 資金不足比率
　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示す
比率で、早期健全化基準の範囲内で運営することが望
ましいとされています。

区分 健全化判断比率 早期健全化基準
実質赤字比率 － 14.13%
連結実質赤字比率 － 19.13%
実質公債費比率 7.8% 25.00％
将来負担比率 － 350.00％

※実質赤字額および連結実質赤字額がない場合は、
「－」で表示しています。

実質赤字比率
　普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
連結実質赤字比率
　町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
実質公債費比率
　借金の返済のためのお金が、通常見込まれる収入に占める額

の比率です。
将来負担比率
　将来負担しなければならないお金が、通常見込まれる収入に

占める額の比率です。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
病院事業会計 － 20.00%
公共下水道事業
特別会計 － 20.00%

農業集落排水事業
特別会計 － 20.00%

町営地方卸売市場
特別会計 － 20.00%

※資金不足がないため、「－」で表示しています。

　令和元年度決算に基づく健全化判
断比率および資金不足比率は、いず
れも健全であることを示しています。

特別会計決算 　特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別にして、経費を
管理するための会計です。特別会計の決算状況をお知らせします。

会計名 決算額および前年比
歳入決算額 前年比％ 歳出決算額 前年比％

学校給食センター特別会計 1 億 5,192 万円 △ 3.0 1 億 5,192 万円 △ 3.0
農林漁業体験実習館事業特別会計 7,884 万円 0.5 7,880 万円 0.4
国民健康保険特別会計 22 億 9,494 万円 △ 1.1 22 億 7,769 万円 △ 1.5
介護保険特別会計 27 億 1,667 万円 1.6 26 億 5,070 万円 2.0
介護サービス事業特別会計 2,503 万円 △ 15.7 2,503 万円 △ 15.7
後期高齢者医療特別会計 2 億 2,213 万円 6.2 2 億 2,207 万円 6.8
病院事業会計 10 億 6,711 万円 2.3 10 億 5,058 万円 △ 2.3
公共下水道事業特別会計 2 億 4,505 万円 8.8 2 億 4,501 万円 8.8
農業集落排水事業特別会計 2 億 5,091 万円 1.6 2 億 5,091 万円 △ 1.6
町営地方卸売市場特別会計 29 億 8,450 万円 5.4 29 億 8,353 万円 17.9
介護老人保健施設特別会計 3 億 7,765 万円 15.7 3 億 7,765 万円 15.8
大字上名久井財産区特別会計 5,636 万円 1.1 144 万円 △ 25.1
大字平財産区特別会計 355 万円 △ 10.3 20 万円 △ 51.7
大字平字下平外 14 字財産区特別会計 1,769 万円 △ 3.6 214 万円 △ 21.1
大字下名久井字田端外 17 字財産区特別会計 2,913 万円 △ 2.1 236 万円 4.1
大平財産区特別会計 416 万円 88.1 34 万円 47.0
名久井岳財産区特別会計 2,926 万円 2.7 297 万円 25.2

合計 105 億 5,490 万円 2.6 103 億 2,334 万円 5.3
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第２回学校統廃合説明会を
開催しました

　町教育委員会では、10月13日から16日にかけ
て、町内４か所で２回目の学校統廃合説明会を開
催しました。
　８月に行った１回目の説明会で参加者の皆さん
から寄せられた意見を踏まえ、統廃合検討委員会
が改めて検討した統廃合の方向性について、説明
が行われました。
　今回の説明会でいただいた意見を、再び検討委
員会へ報告する予定です。

大学生等を持つ親等への
支援金を支給しました

「大学生を持つ親等への支援金」第１回支給日
の９月25日、役場本庁舎において、申請者の代表
３名の方に支援金が手渡されました。

新型コロナウイルス感染症に対する町独自の支
援策第４弾となるこの事業は、大学生や自宅以外
から通学している高校生などを持つ親へ、学資の
一部として支援金を支給したものです。

工藤町長から支援金を受け取った長
な ご し

牛麻衣子さ
んは「ご支援いただき、とてもありがたいです」と、
感謝のことばを述べていました。

南部町名誉町民の川
かわもりたさんじろう

守田三次郎さん（96歳）が
９月18日、逝去されました。

剣吉地区出身の川守田さんは静岡県浜松市に在
住し、株式会社河合楽器製作所の取締役副会長な
どを務められ、町や小中学校、あかね集会所など
へ、コンサートグランドピアノやティンパニなど
多数の楽器（約6,300万円相当）を寄贈していた
だきました。

また、25年の長きにわたり、「国際音楽の日  音
楽会」の開催に尽力し、子どもたちに音楽の素晴
らしさと楽しさを広め、音楽を通じた町の文化振
興に大きく貢献されました。

謹んで哀悼の意を表するとともに、安らかなる
ご冥福を心からお祈り申し上げます。

南部町名誉町民　川守田三次郎氏　逝去
音楽を通じた町の文化振興に貢献

工藤町長から対象者へ支援金が手渡されました高橋教育長ら事務局からの説明が行われました
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町観光協会が主催するキッチンカーのイベントも併催されました

チェリリン村の魅力を発信

９月20日、南部町で初となるキャンプイベ
ントが名川チェリリン村で開催され、新型コ
ロナウイルス感染対策が取られるなか、家族
連れなど約1000人の来場者が野外での催しを
満喫しました。

イベントでは、八戸市のアウトドアショッ
プ「グリーンハウス」の協力により、国内外
有名メーカーのテントなどのキャンプ用品・
バーベキューグリルの展示や、テントの設営
講座などが行われました。

また、会場MCは気象予報士の吉田篤さんが
務め、お天気講座や展示の実況により、会場
を盛り上げていただきました。

南部せんべい焼きを体験した参加者は「パ
リパリでおいしい。また作って食べてみたい」
と話し、自分で作ったせんべいを味わいなが
らイベントを楽しんでいました。

工藤町長と吉田篤さん㊨のフリートーク

南部せんべい焼きにチャレンジ

テントの設営講座では、設営の実演が行われました

ズームインなんぶ
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交通安全意識の向上を目指して
秋の全国交通安全運動

9月21日から30日までの10日間、秋の全国交通
安全運動が実施され、工藤町長ら町職員や、交通
安全関係団体による街頭指導が展開されました。

街頭指導に参加した三戸警察署の野崎真人次長
兼警務課長は「警察だけでなく関係機関と連携し、
夕暮れ時の早め点灯など交通事故防止対策に取り
組みたい」と話しました。

また、三戸地区交通安全協会南部支部などが交
通安全の啓発活動として、ドライバーの皆さんに
ぶどうと交通安全グッズを配布する「ぶどう作戦」
が9月25日に行われました。

参加した南部町交通安全母の会連合会の工藤愛
会長は「こうした地道な活動を通して、地域から
交通事故をなくしていきたい」と意気込みました。

工藤町長も通学する児童・生徒を見守りました

ぶどうと併せて交通安全グッズを配布し、
交通事故防止を呼びかけました

日
に ほ ん ご き ょ う し つ

本語教室の受
じ ゅ こ う し ゃ

講者を募
ぼ し ゅ う

集します
日
にち

　時
じ

　月
つき

２回
かいていど

程度　日
にちようび

曜日の10時
じ

～12時
じ

場
ば

　所
しょ

　南
なんぶちょうこくさいこうりゅう

部町国際交流センター
　　　　（南

なんぶちょう

部町 大
おおあざたいら

字平 字
あ ざ こ く ぞ う

虚空蔵26-2）
受
じゅこうりょう

講料　無
むりょう

料
※参

さ ん か

加や見
けんがく

学を希
き ぼ う

望される方
かた

は、事
じ ぜ ん

前に交
こうりゅう

流
　推

すいしんか

進課へご連
れんらく

絡ください。
※日

にほんじん

本人の方
かた

も見
けんがく

学できます。
問
といあわ

合せ
　交

こうりゅうすいしんか

流推進課（本
ほんちょうしゃ

庁舎）☎0178-84-2123
　E-mail　noson@town.aomori-nanbu.lg.jp

　 町
まち

で は、 町
ちょうないがいざいじゅう

内 外 在 住 の 外
がいこくじん

国 人 の 方
かた

を 対
たいしょう

象
に、日

にちじょうせいかつ

常生活の日
に ほ ん ご

本語（会
か い わ

話や読
よ

み書
か

き）や、
日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験に対
たいおう

応した、外
がいこくじん

国人のための
日
にほんごきょうしつ

本語教室を開
かいさい

催しています。
　日

にほんごきょうしつ

本語教室では、コミュニケーション能
のうりょく

力の
向
こうじょう

上や、外
がいこくじんどうし

国人同士のネットワークづくりを進
すす

めていくため、受
じゅこうしゃ

講者を随
ずいじぼしゅう

時募集しています。
　 興

きょうみ

味 の あ る 方
かた

や、 お 知
し

り 合
あ

い の 外
がいこくじん

国 人 で
「日

に ほ ん ご

本語を学
まな

びたい！」「たくさんの方
かた

と話
はな

した
い！」という方

かた

がいましたら、ぜひ参
さ ん か

加ください。　

寄付者 寄付品 寄付理由

三戸ロータリークラブ
不織布マスク

（南部地区の
小中学校へ）

新型コロナウイ
ルス拡大防止の
ため

八戸法人会　三戸支部 図書カード 図書室の利用促
進のため 工藤町長に図書カードを手渡す

八戸法人会三戸支部の中村正寿副支部長㊧

あたたかい善意に感謝します
　下記のとおり、町へ寄付をいただきました。
それぞれ有効に活用させていただきます。あり
がとうございました。
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子育て支援センターは、幼稚園やこども園に通っていな
いお子さんなら、どなたでも参加できます。お気軽にご利
用ください。

子育て通信
おいでよ！子育て支援センター

福地こども園 ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分～11時

11月13日　紙あそび
11月20日　お誕生会
11月27日　運動あそび
12月11日　クリスマス飾り製作

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

11月11・18・25日
12月２日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

11月９・16・30日
12月７日

なんぶこども園 ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時～12時

11月11日　七五三製作
11月18日　お絵かき
11月25日　お誕生会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時～14時 11月10・12・17・19・24・26日

チェリーこども園 ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日／９時30分～11時

11月12日　ベビーマッサージ
11月19日　季節の製作（落ち葉）
11月26日　ままごとあそび

認定こども園 あかね幼稚園 ☎0178-76-1801

ハッピークラス
火曜日／10時～11時30分 11月10日　フクロウを作ろう

※新型コロナウイルス感染症などの影響で変更となる場合
がありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わ
せください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所
2歳児歯科健康診査 H30.3月～ H30.5月生まれ 11月12日（木） 12時40分～13時30分 ゆとりあ
3歳児健康診査 H29.1月～ H29.3月生まれ 11月19日（木） 11時45分～12時20分 ゆとりあ

※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があります。その際は、対象者に通知します。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
ヒトパピローマウイルス・ロタウイルスヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCGは11月9日㈪、12月14日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCGは11月11日㈬、12月9日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

B型肝炎
ヒトパピローマウイルス
ロタウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時

B型肝炎
ヒトパピローマウイルス

ロタウイルスは行っていませ
ん

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

11月は児童虐待防止推進月間

　「しつけ」が行き過ぎると、虐待に当たる
こともあります。
　虐待によって子どもは、うつ、著しい不
安、多動等の精神的な問題が出たり、反社
会的な行動や、怒りやすく攻撃性が強くなっ
たりします。
　虐待を受けていると思われる子どもを見
つけたときや、ご自身が出産や子育てに悩
んだときは、下記までご相談ください。

ぴよすくのじかん
南部町子育て世代包括支援センター

児童虐待とは
身体的虐待　殴る、蹴る、叩く　など
性的虐待　子どもへの性的行為、性的行

為を見せる　など
ネグレクト　食事を与えない、不潔にす

る　など
心理的虐待　暴言、無視、子どもの目の

前で家庭内暴力（DV）　など

連絡先 児童相談所全国共通ダイヤル
　　　　☎189（いち・はや・く）
　　　　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
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「すこやか南部」通信
糖尿病予防に取り組もう！

南部町の平成24年～28年の男女別死因別標準化
死亡比（SMR）では、糖尿病を死因とする割合が、
女性が1.04倍なのに対し、男性は全国の約2倍近く
となっています（青森県保健統計年報より）。

また、令和元年度の南部町国保の特定健診結果
を見ると、約4割の方が空腹時血糖100mg/dlまた
はHbA1c 5.6％以上の高血糖に該当していました。
そして、南部町国保の令和２年8月の医療件数では、
国保加入者の12.9％の方が糖尿病の治療を受けて
います。

問合せ 健康福祉課（健康センター）
 ☎0178-60-7100

パート５

糖尿病とは
　糖尿病は、インスリンという、すい臓から分泌
されるホルモンの作用や量が不足することで、慢
性的に血糖（血液中のブドウ糖）が取り込まれず、
高い状態が続く病気です。
　初期は自覚症状がほとんどなく、高血糖状態が
5 ～15年と継続・悪化すると、数々の合併症（動
脈硬化・心筋梗塞・腎不全など）を招きます。特
に、糖尿病性腎症は、人工透析原因の第１位であ
り、人工透析が始まると一生続けることになりま
す。透析治療は週３回位、１回の透析時間は４～
５時間、透析にかかる年間医療費は１人あたり500
万円程かかり、厳しい食事・水分制限も必要です。
糖尿病になる前に、検査により現状を知ることが
重要です。
　年に１回は、必ず健康診断を受けましょう。
検査数値から糖尿病や合併症の危険度が分かります
　次の検査項目の数値を見ましょう。

（1）ヘモグロビンA1c（HbA1c）
　　過去１～２か月間の血糖の状態を反映します。

（2）空腹時血糖
　　空腹時の血液中のブドウ糖濃度がわかります。

（3）尿糖
　　血液中のブドウ糖の濃度が濃くなり、腎臓で　
　　再吸収しきれなくなると尿中に出てきます。

健診項目と
基準値 適正 要注意 要受診

HbA1c (％ ) 5.5 以下 5.6 ～ 6.4 6.5 以上
空腹時血糖

(mg/dl) 99 以下 100 ～ 125 126 以上

尿糖 －（陰性） ± ＋（陽性）

糖尿病予防のポイント
▶初めの一口は副菜（野菜・きのこ・海そう）から。

血糖上昇が緩やかになります。
▶食後30 ～60分後の運動は、血糖を下げる効果

があります。１回15 ～30分を週３～４回が効
果的です。

▶たばこは血糖を上昇させ、インスリンの働き
を阻害するので、禁煙しましょう。

11月14日は「世界糖尿病デー」です
　2019年の全世界の糖尿病人口は4億6,300万人程
であり、年々増加しています。このような状況を
踏まえ、2006年、国際連合は11月14日を「世界
糖尿病デー」に指定しました。毎年11月になると、
世界・日本全国各地で糖尿病の予防、治療、療養
を喚起する啓発運動が行われています。
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なんぶ健活講座　参加者募集
期日 場所 時間

（1）11 月   9 日（月）
（2）11 月 26 日（木） ゆとりあ 13時30分

～15時40分（3）12 月 10 日（木）
（4）12 月 23 日（水）ぼたんの里

対象者　町内にお住まいの方
時　間　13時30分～15時40分
申込み　各回開催3日前までに健康福祉課へ
　　　　お申し込みください。
※運動しやすい服装で、運動靴・水分補給用

の飲み物を持参のうえ、参加ください。
※感染予防のためマスクの着用にご協力をお

願いします。

※なんぶちょう健康マイレージのポイント対象
事業です。１回につき３ポイント、最大17ポ
イントが貯まりますので、マイレージカード
を持参のうえ、参加ください。

　（カードは会場にも準備しています）
　さらに、全ての講座に参加した方にはボーナ

スポイントがつきます。

　自分の体の状態を知り、今できることを考え
る、楽しく学べる講座です。
　「若さと健康」を保つために、「健活」（健康活
動）に取り組んでみませんか？
　明日からの「健康活動」に役立つ情報をたく
さん用意しています。ぜひ、ご参加ください。

問合せ・申込み
　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

健康診査を受診されていない方へ

対象地区 健診日 場所 託児所 受付時間

全地区
11 月 29 日（日） 南部公民館 ×

7 時 ～ ９時12 月  6 日（日） ゆとりあ ○

集団健診　健康福祉課へお申し込みください。

　町で行っている健診を未受診の方は、下記についてご利用ください。
　なお、12 月 6 日（日）にゆとりあで行われる集団健診では、託児所を開設します。ご利用希望の方は、
事前に健康福祉課までご連絡ください。

問合せ・申込み
　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

健診機関 電話番号 実施期間 受付時間
南部町医療センター 0178-76-2001 令和３年３月まで 07 時 45 分～ 08 時 00 分

八戸西健診プラザ 0178-21-1717 令和３年３月まで 08 時 00 分～ 10 時 20 分
13 時 00 分～ 14 時 00 分

八戸市総合健診センター 0178-45-9131 令和３年３月まで 08 時 00 分～ 11 時 00 分
五戸町健診センター 0178-62-5510 令和３年２月まで 07 時 00 分～ 07 時 30 分

個別健診　健診機関へ電話等で直接お申し込みください。

　健康診査および胃がん・肺がん・大腸がん
検診を受診された方には、健康マイレージポ
イントを付与し、合計30ポイント貯まった方
には商品券をプレゼントしています。この機
会に、ぜひご利用ください。
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認定こども園・保育所・幼稚園等の園児募集を開始します

施設区分 支給認定の申請および施設の利用申込み 参考　町内にある施設提出先 時期

保育施設
▶保育所
▶認定こども園
　（保育）

健康福祉課
または各庁舎窓口

▶申込書配布開始日
　11 月６日（金）
▶申込期間
　11 月 13 日（金）～
　令和３年１月８日（金）

チェリーこども園 ( 社会福祉法人 未萌会 )
☎ 0178-51-8585
なんぶこども園 ( 社会福祉法人 未萌会 )
☎ 0179-23-0505
福地こども園 ( 社会福祉法人 青い海の会 )
☎ 0178-51-9756
認定こども園あかね幼稚園 ( 学校法人 高渕学園 )
☎ 0178-76-1801

教育施設
▶幼稚園
▶認定こども園
　（教育）

利用希望施設
募集時期等は各園によって
異なるため、利用希望施設
にお問い合わせください。

問合せ
▶保育施設について
　健康福祉課（健康センター）
　☎ 0178-60-7100
▶教育施設について
　当該施設または学務課（南部分庁舎）
　☎ 0179-34-2587

　令和３年４月からの入園について、募集受付を開始します。希望する施設の入園に必要な書類を準備
のうえ、申し込みしてください。

提出書類
▶支給認定（現況）申請書兼保育利用申込書
▶世帯の状況を証明する書類
▶保育の必要な理由を証明する書類
▶提出者の個人番号（マイナンバー）の確認

ができる書類（個人番号カードなど）
▶利用者負担額（保育料）を決定するための

書類（令和2年1月1日に南部町にお住まい
の方は不要）

　⇒市町村民税課税額がわかる書類
　　（令和2年度所得課税証明書など）
※詳細は申込書の説明資料をご確認くださ

い。

現在通園している園児の申込みについて
（年長児を除く）

▶保育施設（保育所・認定こども園（保育））の方
　手続きについては、11月中旬にお知らせしま
す。町内施設の利用者には施設を通じて、町外
施設の利用者には郵送によりご案内します。
▶教育施設（幼稚園・認定こども園（教育））の方
　手続きについては、現在通園している施設へ
お問い合わせください。

達者de健康相談 ～今よりもっと“達者”になりたい人に～

内　容　体組成測定（体脂肪・筋肉量）、血
管年齢測定、骨密度測定、血圧測定、内臓
脂肪量測定（対象年齢20 ～74歳）、保健師・
栄養士による健康相談

※事前に予約が必要です。
※健診結果をお持ちの方は、最近の結果票を

持参してください。

開催日　11月2日（月）・16日（月）
　　　　12月7日（月）・14日（月）
時　間　13時30分～18時30分 (最終受付18時)
場　所　健康センター２階　運動指導室
費　用　無料
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

新たに後期高齢者医療制度に加入
する方の保険料の納め方について
　保険料は、年金からの天引き（特別徴収）が
原則ですが、新たに後期高齢者医療制度に加入
する方は、年金からの天引きが開始されるまで
時間がかかるため、加入当初は納付書で納めて
いただくことになります。
　口座振替を希望される場合は手続きが必要で
す。これまで国民健康保険税（料）を口座振替
で納めていた方も、改めて手続きが必要です。

問合せ
　青森県後期高齢者医療広域連合
　☎ 017-７２１-38２１
　税務課（南部分庁舎）
　☎ 0179-34-2586
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7100

多くの種類の薬を処方されている
方はご注意を
　広域連合では、複数の医療機関から多くの種
類の薬を処方されている方へ、そのお知らせを
お送りしています（10 月末発送予定）。
　複数の医療機関を受診されている場合、それ
ぞれの医療機関では処方薬について適切に管理
されていますが、全体で見ると同じ成分の薬が
重複して処方されている場合等があります。お
知らせが届いた方は、すべてのお薬手帳を持参
し、かかりつけ医またはかかりつけ薬局にご相
談ください。

保険料は納期限内に納めましょう
　保険料を滞納すると、通常より有効期限が短
い保険証が交付されることがあります。
　災害により住宅等に著しく損害を受けたり、
世帯主の収入が著しく減少した場合など、保険
料の減免が認められることがありますので、お
早めにご相談ください。

12月１日は世界エイズデーです

保健所でエイズの相談・検査を
　世界エイズデーの今年のキャンペーンテーマ
は「知ってる！？　HIV とエイズの違い」です。
HIV・エイズの正しい知識を得て、「予防、検査、
治療、支援、理解」に努めましょう。
　エイズは HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感
染することでおこる病気です。エイズの治療は
飛躍的に進歩し、治療の早期開始・継続により
HIV に感染していない人と同等の生活を送るこ
とが期待できるようになりました。そのために
は、検査を受け、感染を早期に発見することが
重要です。感染が心配な方は早めに検査を受け
ましょう。
　 保健所では、匿名・無料で検査を受けること
ができます（要電話予約）。また、ご希望により、

保健所名 専用電話
東地方保健所 017-739-5425

弘前保健所 0172-38-2389
三戸地方保健所 0178-27-5700
五所川原保健所 0173-33-1090

上十三保健所 0176-23-8450
むつ保健所 0175-31-1808

最寄の県設置保健所のエイズ相談専用電話

性器クラミジア感染症、梅毒の検査も同時に受
けることができます。
　詳しくは、下記専用電話からのお問い合わせ、
または青森県庁 HP「相談・検査（青森県 STOP 
AIDS）（www.pref.aomori.lg.jp/welfare/health/
aids_consultation.html）」をご覧ください。
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町営住宅入居者募集
入居募集住宅

町営住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃
ひろば台団地 　Ａ21号 Ｈ28年度 木造平屋建 ２ＬＤＫ 23,400 ～34,900円/月
ひろば台団地 　Ｂ７号 Ｈ24年度 木造平屋建 １ＬＤＫ 16,800 ～25,000円/月
ひろば台団地 　Ｂ10号 Ｈ25年度 木造平屋建 １ＬＤＫ 16,900 ～25,200円/月
滝田団地 　８号 Ｈ４年度 木造２階建 ３ＬＤＫ 18,200 ～27,100円/月
滝田団地 　14号 Ｈ４年度 木造２階建 ３ＬＤＫ 18,200 ～27,100円/月
苫米地駅前団地 　９号 Ｈ２年度 木造２階建 ２ＤＫ 18,400 ～25,100円/月
第二苫米地駅前団地　 Ｂ41号 Ｈ18年度 木造平屋建 ２ＤＫ 17,700 ～26,400円/月

現地見学会　　※現地見学を希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
開催日 時間 町営住宅名

11月16日（月）

10時00分　 ～　10時30分 滝田団地（８号・14号）
10時45分　～　11時00分 苫米地駅前団地（９号）
11時05分　～　11時20分 第二苫米地駅前団地（Ｂ41号）
13時30分　～　14時10分 ひろば台団地（Ａ21号・Ｂ７号・Ｂ10号）

入居資格
▶同居または同居しようとする親族がある
▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8千円　
　以下
▶住宅に困窮している
▶税金を滞納していない
▶入居者全員が暴力団員ではない

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎0179-34-2518

入居申込み
町営住宅入居申込書に必要事項を記入のうえ、

必要書類を添えて、11月20日（金）13時までに
建設課または各庁舎窓口に提出してください。

なお、入居希望者が複数の場合は、抽選となり
ます。
※入居説明会および抽選
　12月１日（火）10時～　南部分庁舎

冬季の油流出事故にご注意ください
　例年、冬期になると、家庭や事業所から灯油
等が流れ出す油流出事故が多発します。原因は
ホームタンクのバルブや配管の劣化、除雪時の
ホームタンクや配管の破損、ホームタンクから
小分け時に目を離す等、不注意による流出が大
半です。油が流出すると、側溝や水路を通じ、
水道用水などに利用されている河川に流れ出る
こともあり、下流域全体に影響を及ぼすほか、
川の生き物にも悪影響を与えてしまいます。ま
た、事故の処理にかかった費用は、原因者が負

担することになります。
　各家庭や事業所で、タンクの劣化状況点検や
補修を行い、除雪作業などによる破損事故にも
注意しましょう。
　なお、事故を起こした場合や発見した場合に
は、南部町役場、消防署、警察署等へ速やかに
ご連絡ください。

問合せ
　建設課（南部分庁舎）☎0179-34-2518
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八戸広域消防について

問合せ
　消防本部 総務課　☎ 0178-44-2132

八戸地域広域市町村圏事務組合 消防本部は、
管轄する1市6町1村の約32万人の生命、身体、
財産を守るため、消防本部、5つの消防署、5
つの分署、8つの分遣所で組織されており、職
員408名、車両87台を配備しています。

消防では、「消火」「救急」「救助」のほか、
ガソリンスタンドなどの危険物施設に立入検
査を行う「予防業務」、火災の発生原因を調べ
る「火災調査」や「救命講習会の開催」など
の業務を行っています。

消防本部HPリニューアルのお知らせ
　消防本部のホームページをリニューアルし
ました。住民の皆さんにより分かりやすく情
報をお伝えできるよう、これからも更新して
いきます。
　また、リニューアルに伴い、URLが下記に変
更となりました。

【[https://www.city.hachinohe.aomori.jp/
section/koiki/shobo/】

　各種申請書類、救命講習等の申込書類をホー
ムページに掲載していますので、ご活用くだ
さい。区分 平成 29 年 平成 30 年 令和元年

火災 86 件 108 件 130 件
救急 12,214 件 12,758 件 12,887 件
救助 78 件 84 件 76 件

過去３年間の八戸圏域における出動状況

消防からのお知らせ

問合せ
　消防本部指令救急課（指令センター）
　☎ 0178-44-2135

「119番の日」高機能消防指令センターの一般
公開中止について
　例年、11月9日前後に開催していた「119番
の日」高機能消防指令センターの一般公開は、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今
回は中止としますので、ご了承ください。

消防情報案内について
　消防車のサイレンは、「ウーウーカンカンカ
ン」が火災、「ウーウー」はその他の災害です。
　火災等の災害情報は、「☎0180-991-888」で
自動音声案内を行っています。
※PHS、一部の携帯・固定・IP電話などからは

利用できません。

救急医療情報案内について
　その日の当番病院が知りたい時は「☎0178-
24-3999」で案内しています。

メール119について
　電話での対話形式による通報が困難な方な
どを対象に、電子メールによる緊急通報も受
け付けています。ご利用は登録制となってい
ますので、詳しくは最寄りの消防署か、消防
本部指令救急課までお問い合わせください。
　また、当消防本部ホームページに「ご利用
案内」を掲載していますので、ご覧ください。

消防指令センターからのお願い
　「消防車のサイレンが聞こえますが、どこで
何が起きているのですか？」「今日の当番病院
はどこですか？」などといった電話が119番で
寄せられています。上記のような問い合わせ
があると、本当に消防車・救急車が必要な方
の通報が繋がらず、出動が遅れてしまうこと
があります。119番通報は、緊急時のみ使用し
てください。
　また、救急車を要請された方から、「サイレ
ンを鳴らさないで来てください」と依頼をさ
れることがあります。救急車は緊急の用務の
ために出動するものであり、安全かつ迅速に
走行するため、サイレンを止めることはでき
ませんので、ご理解ください。
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総合優勝制スポーツ大会について
第 10 回大会の総合成績
　新型コロナウイルス感染症の感染防止のた
め、グラウンドゴルフ・壮年ソフトボール・
ペタンク大会の３競技が中止となりましたが、
開催したバウンドテニス・軟式バレーボール・
ユニホック大会の結果により、第 10 回総合優
勝制スポーツ大会で入賞された上位６チーム
をお知らせします。

問合せ
　教育委員会 社会教育課　名川 B&G 海洋センター　☎ 0178-76-3310

固定資産を所有する皆さまへ

競技種目・部門 第 11 回大会開催予定時期・会場
バウンドテニス 12 月６日 ( 日 ) 南部町民体育館

軟式バレー
ボール

男性部門 令和 3 年
1 月 24 日 ( 日 ) 南部町民体育館女性部門

ドッチビー 男性部門 令和 3 年
2 月 21 日 ( 日 ) 南部町民体育館女性部門

カローリング 令和 3 年 6 月 未定
ボッチャ 令和 3 年 7 月 未定

優　勝　　　東　　　チーム
準優勝　　あかね　　チーム
第３位　　杉　沢　　チーム
第４位　　大　向　　チーム
第５位　　名川南　　チーム
第６位　　沖　通　　チーム

競技種目を変更します
　町ではスポーツを通じて心身を鍛え、体力
増進、生涯スポーツの推進を図り、健康で明
るい町づくりを目指すことを目的に、町内対
抗での「総合優勝制スポーツ大会」を開催し
てきました。
　この度、天候に左右される種目や動きが激
しい種目など、町スポーツ推進委員協議会で
種目の見直しを行い、令和２年 12 月から始ま
る第 11 回大会から、右記の種目に変更するこ
ととしました。

※参加資格やチーム編成など詳細については、各チー
ム総監督へ大会開催案内時にお知らせします。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、各
競技ごとに開催を中止する場合があります。

家屋の新築・増築・取り壊しをした方へ
　家屋の新築・増築・
取り壊しをした方は、
固定資産課税台帳の変
更手続きが必要となり
ますので、 税務課まで
ご連絡ください。

ただし、取り壊しをしても賦課期日である
１月 1 日現在で取り壊したことを確認できな
いときは、翌年度も固定資産税が課税されま
すので、ご注意ください。

固定資産の所有者が亡くなられた方へ
　固定資産の所有者の
方 が 亡 く な ら れ た 時
は、法務局で相続登記
の手続きをしていただ
くことになります。
　相続登記が完了する
までは、「相続人代表者指定届兼固定資産現所
有者申告書」を届け出て、納税通知書を受け
取る代表者等を指定してください。

問合せ
　税務課（南部分庁舎）　☎ 0179-34-2586
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名川中学校図書室１階（町民図書室） 《おはなし会》

　新型コロナウイルス感染症の予防のため、
11月のおはなし会はお休みします。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　11月9日（月）、16日（月）、24日（火）、30日（月）
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》

◆剱岳 -線の記 髙橋　大輔
◆図解鎌田實医師が実践している 鎌田　實
　認知症にならない29の習慣
◆東大卒、農家の右腕になる。 佐川　友彦
◆スキマワラシ 恩田　陸
◆赤ずきん、旅の途中で死体と出会う。  青柳　碧人
◆類 朝井　まかて
◆もう、聞こえない 誉田　哲也
◆K2 横関　大
◆あつかったらぬげばいい  ﾖｼﾀｹ　ｼﾝｽｹ

～各校の特色ある教育～

 恵まれた自然の中で

本校は、「夢を抱きチャレンジする子」の教育
目標のもと、地域とともに歩む学校を目指し、
運営しています。西に名久井岳を仰ぎ、校庭の
横には如来堂川が流れています。四季折々の花
が咲き誇り、小鳥のさえずりが聞こえ、季節ご
とに校舎の周りの風景が変わる、自然と一体と
なった学校です。その恵まれた自然を生かし、
さまざまな教育活動を展開しています。

そのひとつとして、地域の方の田んぼをお借
りし、「稲作体験」を行っています。本来であれば、
地域のお年寄りのみなさんや保護者の方々と一
緒に盛大に行う予定でしたが、コロナ禍の影響
で規模を縮小し、実施しました。昔ながらの「田
定規」を使い、心を合わせて1本1本苗を植えて
いきます。上学年から下学年の児童へ植え方を
教えていく、良き伝統を受け継いでいます。

校長：石沢　正彦　　児童数：24名名川南小学校

校舎を背に田植えを行いました

伝統や地域の方々とのつながりを現
い ま

在から未
来に向けて発展させ、笑顔でつながる地域の学
校になっていくよう、これからも教育活動に取
り組んでいきます。

年末年始の休室に伴うお知らせ
　12月28日(月)か ら 翌 年1月4日(月)ま で
の期間、図書室は休室となり、返却ポス
トも利用停止となります。これに伴い、
12月13日(日)か ら12月27日(日)ま で、 貸
出期間、貸出冊数を変更します。 
　詳しくは、来室時にご確認ください。
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1 日 15 食限定
　　1,200 円 ( 税込 )
厚切牛タンと特製ソース
の煮込みハンバーグでグ
レードアップしました。
ぜひご賞味ください。

かだぁるコース (9品)　3,850円(税込)
赤松コース (11品)　　 4,500円(税込)
バーデパークご宴会特別サービス
バス送迎＋個室＋当日入浴＋次回利用入浴券
※感染防止対策を実施しています。

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより

　今回の受賞は、南部町民
そして県民の皆さまの健康
づくりに寄与する事業を長
年継続してきたことが評価
されました。
　これからも、地域の皆さ
まの健康づくりに貢献でき
るよう職員一丸となって取
り組んでまいります。

☎ 0178-84-2850

～食欲の秋～　ご宴会承ります

令和2年度青森県健康づくり事業
功労者等に表彰されました

★11月の休館日
　 17日（火）～19日（木）

朝風呂で健康づくり　6時～8時

皆さまの声にお応え！  NEW  がんばる丼

期限　令和3年3月31日(水)
大人1,120円⇒500円　小人570円⇒300円　(税込)

※11月～3月の誕生月ご本人のみの割引です。
　受付で誕生日を確認できるものをご提示ください。

誕生月プール割引きキャンペーン開催中

　バーデパークでは朝風呂を推奨しています。朝の
短時間の入浴は、新陳代謝と免疫力アップ、リフレッ
シュ効果により、健康増進が期待できると言われて
います。朝風呂の料金は 330 円ととてもお得になっ
ています。

※画像はイメージです。料理はお膳で提供します。

楽天トラベル、じゃらん
の予約サイトからお申し
込みください。

農地中間管理事業について

問合せ
　農林課（南部分庁舎）☎ 0179-34-3371

農地中間管理事業とは？
　県指定の農地中間管理機構が農地を借り入れ、
規模拡大を目指す担い手に貸し付ける事業です。

出し手
規模縮小農家など 機構 受け手

担い手農家（機構へ応募）
貸付 貸付

事業を活用するためには
　農地を貸したい方（出し手）、借りたい方（受
け手）どちらも農林課への申込みが必要です。

※他の貸借制度や、(特定)農作業受委託契約から
切替する場合は、従来の貸付先を継続できます。
また、特定の貸付先（縁故関係者など）がある
場合は、その方を優先します。
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11 November 12 December
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

常滑GⅠトコタン
キング決定戦

福岡GⅠ福岡
チャンピオンカップ

津GⅠ
ツッキー王座決定戦

びわこGⅢ
キリンカップ2020

多摩川一般戦
男女W優勝戦 戸田一般戦

児島
一般戦 戸田一般戦 三国

ルーキー
多摩川
一般戦

児島GⅢ
オールレディース 戸田ヴィーナスシリーズ 平和島一般戦 戸田一般戦 福岡

ルーキー 平和島一般戦

丸亀GⅢ
JR四国ワープ杯競走

蒲郡
一般戦

住之江GⅢ
マスターズリーグ 若松一般戦 大村一般戦 住之江一般戦 丸亀一般戦 若松GⅠボートレースバトル

チャンピオントーナメント

大村一般戦 蒲郡
一般戦

桐生一般戦
寿司の美喜仁杯 大村一般戦 桐生GⅢ

サッポロビールカップ
蒲郡SG

チャレンジカップ
桐生
一般戦

桐生一般戦
日本財団会長杯

蒲郡
一般戦

デーレース ナイターレース

役立っています！ ボートピアなんぶ交付金
ゴミステーションを整備したことにより、鳥獣の侵入による集積したゴミの散乱を防
ぐことができ、生活環境の改善につながっています。（諏訪ノ平町内会）

福
地
短
歌
会

多
数
派
に
な
り
し
鴉
が
電
線
に
群
が
り
吾
を
見
下
ろ
し
て
を
り

川
守
田
慶
三

秋
晴
の
空
澄
み
わ
た
り
刈
り
入
れ
を
待
つ
田
に
白
鷺
舞
ひ
降
り
る

大
久
保
雪
夫

沼
の
辺
の
荻
の
絹
毛
の
さ
や
ぐ
と
き
銀
狐
の
尾
の
童
話
を
思
ふ

奥
寺　

睦
子

水
溜
り
に
浮
雲
二
つ
流
る
る
を
し
ば
し
見
て
ゐ
つ
車
い
す
止
め

工
藤　

裕
正

桜
桃
と
リ
ン
ゴ
の
花
が
満
つ
る
町
農
高
廃
止
の
論
は
恥
辱
ぞ

坂
上　

傳
吉

果
樹
園
を
食
ひ
荒
ら
す
熊
が
味
を
占
め
闇
に
紛
れ
て
出
没
を
す
る

水
梨　

正
夫

曾
孫
の
優
ち
ゃ
ん
吾
を
訪
ね
き
て
手
足
動
か
し
笑
顔
の
ぞ
か
す

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

夏
眠
し
て
秋
に
目
覚
む
る
彼
岸
花
秋
桜
な
る
コ
ス
モ
ス
の
も
と

馬
場　

昭
子

真
夏
日
の
葡
萄
畑
に
風
待
ち
て
葉
音
が
す
れ
ば
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

馬
場　
　

操

赤
ト
ン
ボ
目
玉
大
き
く
見
下
ろ
す
や
狭
庭
の
上
を
舞
ふ
が
の
ご
と
し

馬
場　

敬
子

咲
き
初
め
し
菊
「
十
五
夜
」
の
黄
の
花
が
香
り
を
放
つ
仲
秋
の
園

坂
本　

綾
子　

ひ
さ
び
さ
に
里
を
歩
け
ば
こ
の
家
も
あ
あ
こ
の
家
も
人
住
ま
ぬ
ら
し

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

赤
白
の
帽
子
お
し
ゃ
べ
り
通
り
行
く
窓
あ
け
手
を
ふ
る
笑
顔
に
む
か
い

一
ノ
渡　

綮

髪
が
ぬ
け
白
髪
が
多
く
目
立
つ
よ
に
黒
い
レ
ー
ス
の
帽
子
で
隠
す

中
野　

静
子

惜
し
ま
ず
に
働
け
と
い
う
母
の
声
帽
子
を
か
ぶ
る
我
の
耳
も
と

藤
野　

幸
枝

と
り
あ
え
ず
秋
の
帽
子
も
出
し
て
み
る
猛
暑
予
報
の
虫
鳴
く
朝
に

向
山　

敦
子

愛
犬
と
散
歩
し
た
道
ひ
と
り
行
く
帽
子
目
深
に
姿
さ
が
し
て

工
藤　

孔
子

道
守
る
安
全
帽
の
誘
導
員
歩
み
は
ず
ま
す
手
招
く
笑
顔
に

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

ひ
と
ひ
ら
の
雲
が
ゆ
つ
く
り
流
れ
ゆ
く
夏
の
終
り
の
乾
け
る
空
を

奥　

あ
さ
子

高
原
に
ひ
ね
も
す
草
を
食
む
山
羊
が
ビ
ブ
ラ
ー
ト
ひ
く
透
き
と
ほ
る
声

山
下　

幸
枝

虫
の
音
が
夕
べ
の
部
屋
を
満
た
し
ゆ
く
暦
通
り
の
秋
至
る
ら
し

木
村
ひ
な
子

堀
り
立
て
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
届
く
キ
ミ
添
へ
て
食
欲
ま
す
ま
す
増
し
て
ゆ
く
秋

安
ヶ
平
千
代

病
み
て
そ
を
煎
ず
る
こ
と
は
な
き
も
の
を
あ
れ
ば
ま
た
採
る
猿
の
腰
掛
け

八
木
田
順
峰

三町食べ歩きスタンプラリー開催中！

問合せ　三町食べ歩きスタンプラリー事務局
　　　　（南部町商工会南部支所内）
　　　　☎ 0179-23-0680

　参加店での飲食おひとり様500円以上のご利用
１回につき１個スタンプがもらえます。
　三戸町、田子町、南部町それぞれの参加店で２
個ずつ、合計６個のスタンプを集めると、
特典1　次回1,000円分の飲食クーポンが使える！
特典2　さらにクーポン利用後、抽選で各町の特
　　　   産品詰合せ10,000円相当が当たる！
　詳細は、町ホームページをご覧ください。
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☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
休
止
し
て
い
た
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
を
、
次
の
会
場
で
再
開

し
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

「
南
部
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

日
時　
11
月
28
日
（
土
）

　
　
　

14
時
15
分
～
15
時
30
分

場
所　
八
幡
の
ゆ

　
　
　
（
小
向
字
八
幡
１
９
―
１
）

参
加
料　
１
０
０
円

　
　
　
　
（
飲
み
物
、お
菓
子
付
き
）

お知らせ
information

行政相談・特設人権相談
期日　12月３日(木)
時間　10時～12時（人権相談）　
　　　13時～15時（行政・人権相談）
場所　福地・剣吉・南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）

☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部

分庁舎）☎0179-34-2509

12・1月の休日窓口開設日
期日　12月５日（土）、19日（土）　　　　　
　　　１月16日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　 住民票・印鑑証明書

の交付、印鑑登録
※ 平日は、当日16時までの電話

予約で、18時まで窓口の時間
を延長できます。業務内容は
休日窓口と同じです。

問合せ  住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（令和２年10月20日現在）

対先月比

人　口 17,629 人 （－34）
男 8,392 人 （－８）
女 9,237 人 （－26）

世帯数 7,488 世帯（＋７）

販売開始
２
０
２
１
年
版
青
森
県
民

手
帳
の
販
売
に
つ
い
て

　
　
　

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
と
主
要
統
計

や
市
町
村
紹
介
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

収
録
さ
れ
た
「
青
森
県
民
手
帳
」

が
11
月
上
旬
（
予
定
）
よ
り
発
行

さ
れ
、
県
内
の
書
店
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
販
売
さ
れ
ま

す
。

カ
バ
ー
の
色

　

通
常
版

　

黒
・
青
・
緑
・
橙
・
桃

　

限
定
版

　

紺
（
こ
ぎ
ん
刺
し
模
様
）・

　

茜
（
菱
刺
し
模
様
）

金
額

　

通
常
版　
６
０
０
円
／
冊

　

限
定
版　
８
０
０
円
／
冊

　

※
金
額
は
税
込
み
で
す
。

問
合
せ　
企
画
財
政
課（
本
庁
舎
）

問
合
せ

　

八
幡
の
ゆ　

　

☎
０
１
７
９
・
23
・
３
６
８
０

　

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
害
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
、
交
流
し
て

い
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
21
日
（
土
）　　
　

　
　
　

11
時
～
13
時
30
分

会
場

　

南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　

健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

　
青
森
地
方
法
務
局
お
よ
び
青
森

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

次
の
期
間
、
平
日
の
電
話
相
談
時

間
を
延
長
し
、
土
・
日
曜
日
も
電

話
相
談
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

　

11
月
12
日
（
木
）
～
18
日
（
水
）　　
　
　

　

８
時
30
分
～
19
時

　

11
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）　　
　

　

10
時
～
17
時

※
通
常
は
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び

祝
日
を
除
く
平
日
の
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で
、
相
談
を

受
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
連
絡
先

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
・０
７
０
・８
１
０

開催案内
精
神
障
害
者
家
族
会

「
語
ら
い
の
会
」

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症

カ
フ
ェ
）
に
つ
い
て

相談受付
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

広告
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☎
０
１
７
８
・
75
・
０
３
６
９

カ
ラ
オ
ケ
で
日
頃
の
う
っ
ぷ
ん

を
晴
ら
し
ま
せ
ん
か
？
発
表
会
の

み
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日

　
　
　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　
剣
吉
公
民
館

会
費　
年
間
１
︐
０
０
０
円

問
合
せ
・
申
込
み

　

名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ　

澤
口

☎
０
９
０
・５
１
８
４
・４
０
３
５

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
は
、
個
人
住
民
税
に
つ

い
て
も
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代

わ
り
、
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
税

額
を
引
き
去
り
納
め
る
﹁
特
別
徴

収
﹂が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
は
、
来
年
1
月
末
ま
で

に
、
対
象
と
な
る
従
業
員
の
分
に

つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書
を
特

別
徴
収
と
し
て
町
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い

を
受
け
、
か
つ
当
年
の
4
月
1

日
に
お
い
て
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
従
業
員

　

南
部
手
踊
り
、
日
本
舞
踊
、
新

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

日
時

12
月
６
日
（
日
）

　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
楽
楽
ホ
ー
ル

問
合
せ

　

町
文
化
協
会
名
川
支
部　

浜
渡　

☎
０
９
０
・１
０
６
７
・３
１
１
８

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
を
行
い
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
歓
迎
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
込
み
・
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時11

月
5
日
（
木
）・
12
日
（
木
）・

　
　
　

19
日
（
木
）・
26
日
（
木
）

12
月
３
日
（
木
）・
10
日
（
木
）・

　
　
　

17
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場
所

南
部
芸
能
伝
承
館
ホ
ー
ル

※
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
１
０
０
円

︵
初
回
︶、
内
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
吹
矢
愛
好
会　
竹
内

問
合
せ

　

税
務
課
（
南
部
分
庁
舎
）

　

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
５
８
６

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

　

☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　
６
ｐ
チ
ー
ズ
の
空
き
箱
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
作
り
教
室

日
時
12
月
５
日
（
土
）
９
時
～
12
時

定
員　
４
名

申
込
期
間

11
月
25
日
（
水
）

　

～
開
催
日
の
前
日

※
他
に
も
教
室
を
開
催
し
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

開催案内
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

無
料
体
験
会

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

11月18日（水）

開催案内
南
部
町

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会員募集
名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
員

募
集

お知らせ

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の

「
特
別
徴
収
」
に
つ
い
て

開催案内
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

12
月
の
体
験
教
室

広告

広告

広告
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▽ ９月定例会の主な議案　（24 ㌻～ 26 ㌻）
▽ 議案に対する主な質疑　（27 ㌻）
▽ 一般質問
 ⇒ 新型コロナウイルス感染症対策と第２期創生総合戦略に与える影響は。

（28 ㌻）
 ⇒ コロナ禍での経済回復について、町の考えは。（29 ㌻）
 ⇒ コロナ禍における自宅外学生への支援は。（29 ㌻）
 ⇒ 小中学校教育環境の整備の現在の状況と今後の見通しは。
　　　災害に強い町づくりの現状と課題は。（30 ㌻）
 ⇒ 医療センターとバーデパークを連携し健康づくりをする考えは。（31 ㌻）
▽ 議会傍聴など （31 ㌻）

　８月 28 日から９月４日まで第 97 回定例会が開かれ、条例の一部改正や令和元年度各会計決算など
を審議しました。（詳細は 24 ページから）
　また、南部ロータリークラブが９月１日に行われた一般質問を傍聴しました。

南部町医療センターからの
お知らせ ☎ 0178-76-2001

青森労災病院医師の診療日

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時～

11月11日（水）、25日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時～

11月9日（月）、17日（火）

町営市場の販売状況（9月16日～10月15日）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

弘前ふじ （りんご） 126,936 28,301 223 199

トキ （りんご） 55,749 9,657 173 177

紅玉 （りんご） 125,968 18,262 145 177

サンつがる （りんご） 156,670 29,748 190 141

日面紅 （梨） 21,642 3,171 147 55

長十郎 （梨） 34,837 8,529 245 127

幸水 （梨） 9,526 2,706 284 158

豊水 （梨） 15,497 4,898 316 166

キャンベル （ブドウ） 122,977 23,603 192 192

大　根 14,003 1,123 80 60

ゴボウ 22,530 5,180 230 192

長　芋 53,418 14,871 278 184

にんにく 21,138 28,069 1,328 624

キャベツ 22,633 1,972 87 53

ね　ぎ 36,087 12,092 335 243

きゅうり 12,755 2,934 230 117

トマト 3,979 1,556 391 257

ミョウガ 2,810 1,660 591 395

食用菊 987 1,047 1,060 781

●今月の休場日
11月８日（日）、11日（水）、15日（日）、18日（水）、22日（日）、23日（月）、

29日（日）
12月２日（水）、６日（日）、９日（水）、13日（日）、16日（水）、20日（日）、

23日（水）、27日（日）、30日（水）、31日（木）

編集後記
　新型コロナウイルスの影響で祭りや式典など多
くの行事が規模縮小・中止となるなか、「CHERIRIN  
CAMP2020」は、町内の集客イベントとしては久し
ぶりの開催となりました。
　「新しい生活様式」の実践など、新型コロナ対策を
十分に講じた新たなイベントの形となり、これから
の行事の企画・運営のモデルケースになると感じま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【み】

南部町新年互礼会を開催します
　町の功労者や関係団体の代表者、町関係
者などが一同に会し、新年を祝う式典を開
催します。
日　時　令和３年１月５日（火）
　　　　11時～12時
会　場　楽楽ホール
申込み　12月４日（金）までに、総務課ま

たは各庁舎窓口へお申し込みください。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

祝宴は行いません。
問合せ
　総務課（本庁舎）☎0178-84-2111

広告
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▽ ９月定例会の主な議案　（24 ㌻～ 26 ㌻）
▽ 議案に対する主な質疑　（27 ㌻）
▽ 一般質問
 ⇒ 新型コロナウイルス感染症対策と第２期創生総合戦略に与える影響は。

（28 ㌻）
 ⇒ コロナ禍での経済回復について、町の考えは。（29 ㌻）
 ⇒ コロナ禍における自宅外学生への支援は。（29 ㌻）
 ⇒ 小中学校教育環境の整備の現在の状況と今後の見通しは。
　　　災害に強い町づくりの現状と課題は。（30 ㌻）
 ⇒ 医療センターとバーデパークを連携し健康づくりをする考えは。（31 ㌻）
▽ 議会傍聴など （31 ㌻）

　８月 28 日から９月４日まで第 97 回定例会が開かれ、条例の一部改正や令和元年度各会計決算など
を審議しました。（詳細は 24 ページから）
　また、南部ロータリークラブが９月１日に行われた一般質問を傍聴しました。
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◎ 主な議案（第97回定例会）
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◎ 主な議案（第97回定例会）

第
97
回
南
部
町
議
会
定
例
会

令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

第
97
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
に
関
す
る
議
案
18
件
は
、
議
員
全
員
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
根
市
勲
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

８
月
28
日
〜
９
月
４
日

新庁舎建設工事の状況新庁舎建設工事の状況

新庁舎議場のイメージ新庁舎議場のイメージ

主
な
議
案

条

　例

予

　算

専
決
処
分

契

　約

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
上
名
久
井
公
民
館
建
設

工
事
）

▽
　
上
名
久
井
公
民
館
の
建

替
工
事
の
た
め
、
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
。
工
期
は
令
和
３
年
３

月
19
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

５
９
７
３
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
南
部
町
立
小
中
学
校
校

内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
業
務
）

▽
　
町
内
小
中
学
校
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す

る
た
め
、
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。
工
期

は
令
和
３
年
３
月
19
日
ま

で
。

【
請
負
代
金
】

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
南
部
町
新
庁
舎
建
設
工

事
）

▽
　
樹
木
の
剪
定
、
追
肥
、

薬
剤
散
布
お
よ
び
処
分
費

の
追
加
、
外
壁
お
よ
び
窓

枠
部
材
決
定
に
よ
る
開
口

部
の
補
強
、
配
管
ル
ー
ト

を
確
保
す
る
た
め
の
補
強

９
０
万
円（
前
年
度
比
６
・

８
％
増
）、
差
引
３
億
８

２
９
６
万
円
と
な
り
、
基

金
積
立
な
ど
を
行
っ
た
。

　
　
ま
た
、
病
院
事
業
会
計

を
含
む
17
件
の
特
別
会
計

の
歳
入
総
額
は
１
０
５
億

５
４
９
０
万
円
、
歳
出
総

額
は
１
０
３
億
２
３
３
４

万
円
と
な
っ
た
。

※

　
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
９
４
７
０
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
５
９

億
１
８
２
４
万
３
千
円
と

し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

６
８
４
２
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
サ
ン
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

　
代
表
取
締
役
　
三
浦
克
之

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
議

場
備
品
）

▽
　
新
庁
舎
の
議
場
備
品
を

整
備
す
る
た
め
、
議
員
お

よ
び
執
行
部
席
机
18
台
な

ど
を
購
入
す
る
も
の
。
納

入
期
限
は
令
和
３
年
３
月

26
日
。

【
請
負
代
金
】

２
２
９
９
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
八
戸
事
務
機
販
売
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
玉
井
一

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
電

話
機
）

▽
　
新
庁
舎
で
使
用
す
る
電

話
機
１
３
９
台
な
ど
を
購

入
す
る
も
の
。
納
入
期
限

は
令
和
３
年
３
月
26
日
。

【
請
負
代
金
】

８
６
３
万
５
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
有
限
会
社
角
田
通
信
工
業

　
代
表
取
締
役
　
山
形
廣
美

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
）

▽
　
新
庁
舎
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
す
る
た
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
イ
ッ
チ

58
台
な
ど
を
購
入
す
る
も

の
。
納
入
期
限
は
令
和
３

年
３
月
24
日
。

【
請
負
代
金
】

１
０
５
６
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
青
森
電
子
計
算

セ
ン
タ
ー

　
代
表
取
締
役
　
八
島
勝

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
業

務
環
境
構
築
機
器
）

▽
　
情
報
の
漏
え
い
防
止
お

よ
び
デ
ー
タ
保
護
の
た

め
、
新
庁
舎
で
使
用
す
る

仮
想
基
盤
サ
ー
バ
２
台
な

ど
を
購
入
す
る
も
の
。
納

入
期
限
は
令
和
３
年
３
月

24
日
。

【
請
負
代
金
】

１
２
７
８
万
６
４
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
ユ
ー
ア
イ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア

　
代
表
取
締
役
　
濱
端
明
人

■
財
産
の
取
得（
パ
ソ
コ
ン
）

▽
　
新
庁
舎
で
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
２
２
０
台
を
購
入

す
る
も
の
。
納
入
期
限
は

令
和
３
年
３
月
26
日
。

【
請
負
代
金
】

１
４
８
８
万
３
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
八
戸
支
店

　
支
店
長
　
森
内
哲
也

決

　算

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
す
る
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
療

養
の
た
め
就
労
で
き
な
い

場
合
に
傷
病
手
当
金
の
支

給
に
関
す
る
特
例
を
定
め

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
営
地
方
卸
売
市
場

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
卸
売
市
場
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
売
買
取
引
の

条
件
の
公
表
や
報
告
書
の

作
成
・
閲
覧
な
ど
、
共
通

の
取
引
ル
ー
ル
に
関
す
る

規
定
を
加
え
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
17
件
の
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定

▽
　
令
和
元
年
度
の
一
般
会

計
の
歳
入
総
額
は
１
０
９

億
６
８
８
６
万
円
（
前
年

度
比
５
・
４
％
増
）、
支

出
総
額
は
１
０
５
億
８
５

イ
ル
ス
経
済
対
策
第
４
弾

に
関
す
る
経
費
（
左
参

照
）、
避
難
所
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
た
め
の
物

品
や
備
品
の
購
入
費
２
１

０
９
万
７
千
円
な
ど
。

※

　
そ
の
他
、
６
つ
の
特
別

会
計
に
お
い
て
、
人
事
異

動
に
よ
る
職
員
人
件
費
の

調
整
な
ど
の
た
め
、
予
算

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
食
器
等
）

▽
　
経
年
劣
化
し
た
学
校
給

食
用
の
食
器
を
更
新
す
る

た
め
、
飯
椀
や
汁
椀
な
ど

を
購
入
す
る
も
の
。
納
入

期
限
は
令
和
３
年
３
月
12

日
。

【
請
負
代
金
】

１
０
８
３
万
３
０
７
５
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
ア
イ
ホ
ー
盛
岡

営
業
所

　
所
長
　
井
口
努

な
ど
の
た
め
、
請
負
代
金

25
億
１
３
５
０
万
円
に
、

１
８
２
６
万
円
を
追
加
す

る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
五
洋
建
設
・
松
本
工
務
店

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
【
構
成
員
】

　
・
五
洋
建
設
株
式
会
社
　

東
北
支
店
　
執
行
役
員
支

店
長
　
谷
川
純
一

　
・
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

新型コロナウイルス感染症経済対策

大学生等を持つ親等への支援金（予算額 4,001 万円）
大学生や自宅以外から通学している高校生などを持つ親
を対象に支援金を給付するもの。
※申請期間は終了しています。

第４弾！第４弾！

学生の区分 支援金の給付額
自宅以外から通学している高校生など ７万円
 自宅から通学している大学生など ７万円
 自宅以外から通学している大学生など 10 万円

商工業者コロナ対策補助金（予算額 3,640 万円）
新規創業や事業継続のため、新たな取り組みを行う商工
業者を支援するもの。補助率は２分の１、補助限度額は
最大 130 万円。申請は令和３年３月 19日まで。

三町食べ歩きスタンプラリー補助金（予算額 71万２千円）
三戸町、田子町、南部町の参加店で 500 円以上利用すると、
スタンプを１個貰える。各町２個ずつ、合計６個のスタ
ンプを集めると、次回 1,000 円分の飲食クーポンとして
利用できる。期間は令和３年１月 31日まで。
※配食サービスなど対象外のメニューがあります。
問合せ　南部町商工会南部支所
　　　　☎0179-23-0680

広報なんぶちょう 11月号 24
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◎ 主な議案（第97回定例会）

第
97
回
南
部
町
議
会
定
例
会

令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

第
97
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
に
関
す
る
議
案
18
件
は
、
議
員
全
員
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
根
市
勲
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

８
月
28
日
〜
９
月
４
日

新庁舎建設工事の状況新庁舎建設工事の状況

新庁舎議場のイメージ新庁舎議場のイメージ

主
な
議
案

条

　例

予

　算

専
決
処
分

専
決
処
分

契

　約

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
上
名
久
井
公
民
館
建
設

工
事
）

▽
　
上
名
久
井
公
民
館
の
建

替
工
事
の
た
め
、
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
。
工
期
は
令
和
３
年
３

月
19
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

５
９
７
３
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
南
部
町
立
小
中
学
校
校

内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
業
務
）

▽
　
町
内
小
中
学
校
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す

る
た
め
、
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。
工
期

は
令
和
３
年
３
月
19
日
ま

で
。

【
請
負
代
金
】

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
南
部
町
新
庁
舎
建
設
工

事
）

▽
　
樹
木
の
剪
定
、
追
肥
、

薬
剤
散
布
お
よ
び
処
分
費

の
追
加
、
外
壁
お
よ
び
窓

枠
部
材
決
定
に
よ
る
開
口

部
の
補
強
、
配
管
ル
ー
ト

を
確
保
す
る
た
め
の
補
強

９
０
万
円（
前
年
度
比
６
・

８
％
増
）、
差
引
３
億
８

２
９
６
万
円
と
な
り
、
基

金
積
立
な
ど
を
行
っ
た
。

　
　
ま
た
、
病
院
事
業
会
計

を
含
む
17
件
の
特
別
会
計

の
歳
入
総
額
は
１
０
５
億

５
４
９
０
万
円
、
歳
出
総

額
は
１
０
３
億
２
３
３
４

万
円
と
な
っ
た
。

※

　
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
９
４
７
０
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
５
９

億
１
８
２
４
万
３
千
円
と

し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

６
８
４
２
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
サ
ン
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

　
代
表
取
締
役
　
三
浦
克
之

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
議

場
備
品
）

▽
　
新
庁
舎
の
議
場
備
品
を

整
備
す
る
た
め
、
議
員
お

よ
び
執
行
部
席
机
18
台
な

ど
を
購
入
す
る
も
の
。
納

入
期
限
は
令
和
３
年
３
月

26
日
。

【
請
負
代
金
】

２
２
９
９
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
八
戸
事
務
機
販
売
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
玉
井
一

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
電

話
機
）

▽
　
新
庁
舎
で
使
用
す
る
電

話
機
１
３
９
台
な
ど
を
購

入
す
る
も
の
。
納
入
期
限

は
令
和
３
年
３
月
26
日
。

【
請
負
代
金
】

８
６
３
万
５
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
有
限
会
社
角
田
通
信
工
業

　
代
表
取
締
役
　
山
形
廣
美

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
）

▽
　
新
庁
舎
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
す
る
た
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
イ
ッ
チ

58
台
な
ど
を
購
入
す
る
も

の
。
納
入
期
限
は
令
和
３

年
３
月
24
日
。

【
請
負
代
金
】

１
０
５
６
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
青
森
電
子
計
算

セ
ン
タ
ー

　
代
表
取
締
役
　
八
島
勝

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
業

務
環
境
構
築
機
器
）

▽
　
情
報
の
漏
え
い
防
止
お

よ
び
デ
ー
タ
保
護
の
た

め
、
新
庁
舎
で
使
用
す
る

仮
想
基
盤
サ
ー
バ
２
台
な

ど
を
購
入
す
る
も
の
。
納

入
期
限
は
令
和
３
年
３
月

24
日
。

【
請
負
代
金
】

１
２
７
８
万
６
４
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
ユ
ー
ア
イ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア

　
代
表
取
締
役
　
濱
端
明
人

■
財
産
の
取
得（
パ
ソ
コ
ン
）

▽
　
新
庁
舎
で
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
２
２
０
台
を
購
入

す
る
も
の
。
納
入
期
限
は

令
和
３
年
３
月
26
日
。

【
請
負
代
金
】

１
４
８
８
万
３
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
八
戸
支
店

　
支
店
長
　
森
内
哲
也

決

　算

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
す
る
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
療

養
の
た
め
就
労
で
き
な
い

場
合
に
傷
病
手
当
金
の
支

給
に
関
す
る
特
例
を
定
め

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
営
地
方
卸
売
市
場

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
卸
売
市
場
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
売
買
取
引
の

条
件
の
公
表
や
報
告
書
の

作
成
・
閲
覧
な
ど
、
共
通

の
取
引
ル
ー
ル
に
関
す
る

規
定
を
加
え
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
17
件
の
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定

▽
　
令
和
元
年
度
の
一
般
会

計
の
歳
入
総
額
は
１
０
９

億
６
８
８
６
万
円
（
前
年

度
比
５
・
４
％
増
）、
支

出
総
額
は
１
０
５
億
８
５

イ
ル
ス
経
済
対
策
第
４
弾

に
関
す
る
経
費
（
左
参

照
）、
避
難
所
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
た
め
の
物

品
や
備
品
の
購
入
費
２
１

０
９
万
７
千
円
な
ど
。

※

　
そ
の
他
、
６
つ
の
特
別

会
計
に
お
い
て
、
人
事
異

動
に
よ
る
職
員
人
件
費
の

調
整
な
ど
の
た
め
、
予
算

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
食
器
等
）

▽
　
経
年
劣
化
し
た
学
校
給

食
用
の
食
器
を
更
新
す
る

た
め
、
飯
椀
や
汁
椀
な
ど

を
購
入
す
る
も
の
。
納
入

期
限
は
令
和
３
年
３
月
12

日
。

【
請
負
代
金
】

１
０
８
３
万
３
０
７
５
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
ア
イ
ホ
ー
盛
岡

営
業
所

　
所
長
　
井
口
努

な
ど
の
た
め
、
請
負
代
金

25
億
１
３
５
０
万
円
に
、

１
８
２
６
万
円
を
追
加
す

る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
五
洋
建
設
・
松
本
工
務
店

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
【
構
成
員
】

　
・
五
洋
建
設
株
式
会
社
　

東
北
支
店
　
執
行
役
員
支

店
長
　
谷
川
純
一

　
・
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

新型コロナウイルス感染症経済対策

大学生等を持つ親等への支援金（予算額 4,001 万円）
大学生や自宅以外から通学している高校生などを持つ親
を対象に支援金を給付するもの。
※申請期間は終了しています。

第４弾！第４弾！

学生の区分 支援金の給付額
自宅以外から通学している高校生など ７万円
 自宅から通学している大学生など ７万円
 自宅以外から通学している大学生など 10 万円

商工業者コロナ対策補助金（予算額 3,640 万円）
新規創業や事業継続のため、新たな取り組みを行う商工
業者を支援するもの。補助率は２分の１、補助限度額は
最大 130 万円。申請は令和３年３月 19日まで。

三町食べ歩きスタンプラリー補助金（予算額 71万２千円）
三戸町、田子町、南部町の参加店で 500 円以上利用すると、
スタンプを１個貰える。各町２個ずつ、合計６個のスタ
ンプを集めると、次回 1,000 円分の飲食クーポンとして
利用できる。期間は令和３年１月 31日まで。
※配食サービスなど対象外のメニューがあります。
問合せ　南部町商工会南部支所
　　　　☎0179-23-0680
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◎ 議案に対する主な質疑

町道中居構・田ノ尻線の様子町道中居構・田ノ尻線の様子

産業建設常任委員会による現地視察産業建設常任委員会による現地視察

提案理由を説明する松本啓吾委員長提案理由を説明する松本啓吾委員長

■
南
部
町
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
制
定

【
提
出
者
】

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長　

松
本
啓
吾

【
提
案
理
由
】

　
　

政
治
倫
理
に
関
す
る
基

■
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
の
現
状
維
持
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

書
【
提
出
者
】

青
森
県
高
齢
期
運
動
連
絡
会

会
長　

二
川
原
一

　

青
森
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会　

会
長　

大
竹
進

【
趣
旨
】

　
　

政
府
の
全
世
代
型
社
会

保
障
検
討
会
議
が
ま
と
め

た
中
間
報
告
で
は
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
医
療
の
負

担
に
つ
い
て
、「
一
定
所

得
以
上
」
の
人
は
「
窓
口

負
担
割
合
を
２
割
」
と
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
　

後
期
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
の
現
状
維
持
に

努
め
る
趣
旨
の
意
見
書
を

国
に
対
し
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

▽　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽　

窓
口
負
担
の
詳
細
は
未

決
定
な
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
し

て
「
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
」と
審
査
結
果
を
報
告
。

▽　

本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
不
採
択
」
と

し
た
。

■
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
陳
情

【
提
出
者
】

全
日
本
年
金
者
組
合
青
森

県
本
部　

執
行
委
員
長　

千
代
谷
邦
弘

【
趣
旨
】

　
　

補
聴
器
の
購
入
は
、
身

体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定

す
る
場
合
に
は
公
的
補
助

が
あ
る
も
の
の
、
対
象
者

は
わ
ず
か
で
あ
る
。

　
　

補
聴
器
の
普
及
に
よ
り

高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
の

質
を
落
と
さ
ず
、
心
身
と

陳

　情

陳

　情

も
に
健
や
か
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
健
康
寿
命
の

延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に

つ
な
が
る
た
め
、
加
齢
性

難
聴
の
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
公
的
補
助
制
度
の
創

設
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
対
し
て
提
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

▽　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
、
審
査
結

果
は
「
採
択
す
べ
き
も

の
」。

▽　

本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
採
択
」
と
し

し
、
国
に
対
す
る
意
見
書

を
送
付
し
た
。

議
員
提
出

議

　
　案

請

　願

請

　願

●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会

◎
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
で
、
議
員
の
政
治
倫

理
の
確
立
を
期
す
る
と
と

も
に
町
民
に
信
頼
さ
れ

る
、
公
正
で
、
民
主
的
な

町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　

主
な
内
容
は
、
議
員
と

し
て
の
責
務
に
関
す
る
事

項
や
遵
守
す
べ
き
政
治
倫

理
基
準
の
ほ
か
、
町
民
と

議
員
の
審
査
請
求
権
、
南

部
町
議
会
議
員
政
治
倫
理

審
査
会
の
設
置
な
ど
を
規

定
し
て
い
る
。

▽　

全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
迂
回
路
、
避
難
路
と
し
て

確
保
す
べ
く
町
道
整
備
の

請
願
書

【
提
出
者
】

７
区
町
内
会
長　

佐
々
木

博
美

【
紹
介
議
員
】

工
藤
正
孝　

議
員

【
趣
旨
】

　
　

町
道
中
居
構
・
田
ノ
尻

線
は
、
古
牧
橋
付
近
の
耕

作
者
の
迂
回
路
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
道
幅

が
狭
く
、
脱
輪
な
ど
の
事

故
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
馬
淵
川
増
水
時

に
は
、
避
難
路
と
な
る
こ

と
か
ら
、
町
道
中
居
構
・

田
ノ
尻
線
を
早
期
に
調

査
・
整
備
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

▽　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
、
審
査
結

果
は
「
採
択
す
べ
き
も

の
」。

▽　

本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
採
択
」
と
し

た
。

※

　

採
択
し
た
請
願
書
は
、

委
員
会
の
意
見
を
添
え
て

町
に
送
付
し
ま
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　
空
き
家
バ
ン
ク
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
追
加
設
定

業
務
の
内
容
と
掲
載
写
真

の
更
新
予
定
は
。
ま
た
、

空
き
家
・
空
き
地
利
活
用

促
進
事
業
の
内
訳
は
。

工
藤
正
孝
　
議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　

追
加
設
定
業
務
は
、
地

図
上
に
空
き
家
・
空
き
地

の
位
置
が
表
示
で
き
る
よ

う
設
定
し
た
。
ま
た
、
利

用
促
進
の
た
め
、
掲
載
写

真
を
更
新
し
て
い
く
。

　
　

空
き
家
・
空
き
地
利
活

用
促
進
事
業
は
、
環
境
整

備
事
業
の
申
請
は
な
く
、

解
体
事
業
４
件
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
衛
生
費
）

【
問
】　
各
種
健
診
の
受
診

率
が
低
い
と
考
え
る
が
、

健
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

中
舘
文
雄
　
議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

各
種
健
診
や
健
康
に
関

連
す
る
事
業
な
ど
に
参
加

す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま

る
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」

を
実
施
し
て
い
る
。（
詳

細
は
左
下
参
照
）

　
　

ま
た
、
健
診
に
来
て
い

た
だ
け
な
か
っ
た
方
々
に

対
し
、
文
書
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
衛
生
費
）

【
問
】　
若
年
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
に
お
け
る
異
常

率
が
高
い
が
、
こ
れ
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。

八
木
田
憲
司
　
議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

若
年
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
で
は
中
学
生
に
対
し

血
液
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。検
査
結
果
を
踏
ま
え
、

親
子
健
康
面
談
や
健
康
教

育
を
実
施
し
、
食
事
の
改

善
な
ど
の
指
導
を
し
て
い

る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
農
林
水
産
費
）

【
問
】　
有
害
鳥
獣
捕
獲
事

業
に
お
い
て
、
猟
友
会
、

ま
た
、
行
政
の
考
え
る
事

業
計
画
を
全
て
執
行
で
き

て
い
る
の
か
。

久
保
利
樹
　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
は
、

わ
な
を
仕
掛
け
て
も
駆
除

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
鹿
、
熊
な
ど
は

目
撃
情
報
を
基
に
出
動
し

て
も
個
体
が
発
見
で
き
な

い
場
合
が
多
く
、
駆
除
に

至
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
も
南
部
町
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
に
の
っ
と

り
、
対
応
策
を
実
施
し
て

い
く
。

■
財
産
の
取
得（
パ
ソ
コ
ン
）

【
問
】　
入
札
の
結
果
、
落

札
率
が
53
・
35
％
だ
が
、

性
能
に
問
題
は
な
い
の

か
。

西
野
耕
太
郎
　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

仕
様
書
で
定
め
た
機
種

と
同
等
品
以
上
と
い
う
条

件
を
付
け
て
入
札
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
事
前

に
機
種
の
審
査
も
行
っ
て

い
る
た
め
問
題
は
な
い
。

■
財
産
の
取
得（
パ
ソ
コ
ン
）

【
問
】　
取
得
す
る
パ
ソ
コ

ン
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（※

）
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
て
い
る
の
か
。

山
田
賢
司
　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

新
庁
舎
で
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
の
管
理
・
運
用
を

考
え
、
購
入
す
る
２
２
０

台
分
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

ラ
イ
セ
ン
ス
を
機
種
の
購

入
と
は
別
に
入
札
を
行
っ

て
い
る
。

※

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
は…

特
定
の
用
途
や
目
的
の
た

め
に
作
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
代
表
例
は
、ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
な
ど
。

各種健（検）診や健康に関連する事業などに参加す
るとポイントが貯まる制度です。
30 ポイント貯まると 3,000 円分のお買い物券と交
換できます。（数に限りがあります。）
健康マイレージカードは、各庁舎に準備してありま
す。
対象者　町内に住所のある 30歳以上の方
　　　　（令和３年 3月 31日時点）
期　間　令和２年４月１日から令和３年３月 31日
注意事項
・交換はお 1人様１回限り。
・ポイントは家族などで合算できません。
・ポイントは次年度に繰り越しできません。
ポイント対象事業
★必須事業
・私の健康宣言（健康目標）
・健診事業（特定健診、人間ドックなど）
★選択事業
・各種がん検診
・歯周病健診、後期高齢者歯科健診
・献血　など
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

健康マイレージ
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◎ 主な議案（第97回定例会）

0311 月号04 11 月号

◎ 議案に対する主な質疑

町道中居構・田ノ尻線の様子町道中居構・田ノ尻線の様子

産業建設常任委員会による現地視察産業建設常任委員会による現地視察

提案理由を説明する松本啓吾委員長提案理由を説明する松本啓吾委員長

■
南
部
町
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
制
定

【
提
出
者
】

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長　

松
本
啓
吾

【
提
案
理
由
】

　
　

政
治
倫
理
に
関
す
る
基

■
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
の
現
状
維
持
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

書
【
提
出
者
】

青
森
県
高
齢
期
運
動
連
絡
会

会
長　

二
川
原
一

　

青
森
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会　

会
長　

大
竹
進

【
趣
旨
】

　
　

政
府
の
全
世
代
型
社
会

保
障
検
討
会
議
が
ま
と
め

た
中
間
報
告
で
は
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
医
療
の
負

担
に
つ
い
て
、「
一
定
所

得
以
上
」
の
人
は
「
窓
口

負
担
割
合
を
２
割
」
と
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
　

後
期
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
の
現
状
維
持
に

努
め
る
趣
旨
の
意
見
書
を

国
に
対
し
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

▽　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽　

窓
口
負
担
の
詳
細
は
未

決
定
な
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
し

て
「
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
」と
審
査
結
果
を
報
告
。

▽　

本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
不
採
択
」
と

し
た
。

■
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
陳
情

【
提
出
者
】

全
日
本
年
金
者
組
合
青
森

県
本
部　

執
行
委
員
長　

千
代
谷
邦
弘

【
趣
旨
】

　
　

補
聴
器
の
購
入
は
、
身

体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定

す
る
場
合
に
は
公
的
補
助

が
あ
る
も
の
の
、
対
象
者

は
わ
ず
か
で
あ
る
。

　
　

補
聴
器
の
普
及
に
よ
り

高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
の

質
を
落
と
さ
ず
、
心
身
と

陳

　情

も
に
健
や
か
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
健
康
寿
命
の

延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に

つ
な
が
る
た
め
、
加
齢
性

難
聴
の
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
公
的
補
助
制
度
の
創

設
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
対
し
て
提
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

▽　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
、
審
査
結

果
は
「
採
択
す
べ
き
も

の
」。

▽　

本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
採
択
」
と
し

し
、
国
に
対
す
る
意
見
書

を
送
付
し
た
。

議
員
提
出

議

　
　案

請

　願

●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会

◎
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
で
、
議
員
の
政
治
倫

理
の
確
立
を
期
す
る
と
と

も
に
町
民
に
信
頼
さ
れ

る
、
公
正
で
、
民
主
的
な

町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　

主
な
内
容
は
、
議
員
と

し
て
の
責
務
に
関
す
る
事

項
や
遵
守
す
べ
き
政
治
倫

理
基
準
の
ほ
か
、
町
民
と

議
員
の
審
査
請
求
権
、
南

部
町
議
会
議
員
政
治
倫
理

審
査
会
の
設
置
な
ど
を
規

定
し
て
い
る
。

▽　

全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
迂
回
路
、
避
難
路
と
し
て

確
保
す
べ
く
町
道
整
備
の

請
願
書

【
提
出
者
】

７
区
町
内
会
長　

佐
々
木

博
美

【
紹
介
議
員
】

工
藤
正
孝　

議
員

【
趣
旨
】

　
　

町
道
中
居
構
・
田
ノ
尻

線
は
、
古
牧
橋
付
近
の
耕

作
者
の
迂
回
路
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
道
幅

が
狭
く
、
脱
輪
な
ど
の
事

故
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
馬
淵
川
増
水
時

に
は
、
避
難
路
と
な
る
こ

と
か
ら
、
町
道
中
居
構
・

田
ノ
尻
線
を
早
期
に
調

査
・
整
備
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

▽　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
、
審
査
結

果
は
「
採
択
す
べ
き
も

の
」。

▽　

本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
採
択
」
と
し

た
。

※

　

採
択
し
た
請
願
書
は
、

委
員
会
の
意
見
を
添
え
て

町
に
送
付
し
ま
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　
空
き
家
バ
ン
ク
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
追
加
設
定

業
務
の
内
容
と
掲
載
写
真

の
更
新
予
定
は
。
ま
た
、

空
き
家
・
空
き
地
利
活
用

促
進
事
業
の
内
訳
は
。

工
藤
正
孝
　
議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　

追
加
設
定
業
務
は
、
地

図
上
に
空
き
家
・
空
き
地

の
位
置
が
表
示
で
き
る
よ

う
設
定
し
た
。
ま
た
、
利

用
促
進
の
た
め
、
掲
載
写

真
を
更
新
し
て
い
く
。

　
　

空
き
家
・
空
き
地
利
活

用
促
進
事
業
は
、
環
境
整

備
事
業
の
申
請
は
な
く
、

解
体
事
業
４
件
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
衛
生
費
）

【
問
】　
各
種
健
診
の
受
診

率
が
低
い
と
考
え
る
が
、

健
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

中
舘
文
雄
　
議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

各
種
健
診
や
健
康
に
関

連
す
る
事
業
な
ど
に
参
加

す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま

る
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」

を
実
施
し
て
い
る
。（
詳

細
は
左
下
参
照
）

　
　

ま
た
、
健
診
に
来
て
い

た
だ
け
な
か
っ
た
方
々
に

対
し
、
文
書
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
衛
生
費
）

【
問
】　
若
年
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
に
お
け
る
異
常

率
が
高
い
が
、
こ
れ
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。

八
木
田
憲
司
　
議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

若
年
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
で
は
中
学
生
に
対
し

血
液
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。検
査
結
果
を
踏
ま
え
、

親
子
健
康
面
談
や
健
康
教

育
を
実
施
し
、
食
事
の
改

善
な
ど
の
指
導
を
し
て
い

る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
農
林
水
産
費
）

【
問
】　
有
害
鳥
獣
捕
獲
事

業
に
お
い
て
、
猟
友
会
、

ま
た
、
行
政
の
考
え
る
事

業
計
画
を
全
て
執
行
で
き

て
い
る
の
か
。

久
保
利
樹
　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
は
、

わ
な
を
仕
掛
け
て
も
駆
除

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
鹿
、
熊
な
ど
は

目
撃
情
報
を
基
に
出
動
し

て
も
個
体
が
発
見
で
き
な

い
場
合
が
多
く
、
駆
除
に

至
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
も
南
部
町
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
に
の
っ
と

り
、
対
応
策
を
実
施
し
て

い
く
。

■
財
産
の
取
得（
パ
ソ
コ
ン
）

【
問
】　
入
札
の
結
果
、
落

札
率
が
53
・
35
％
だ
が
、

性
能
に
問
題
は
な
い
の

か
。

西
野
耕
太
郎
　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

仕
様
書
で
定
め
た
機
種

と
同
等
品
以
上
と
い
う
条

件
を
付
け
て
入
札
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
事
前

に
機
種
の
審
査
も
行
っ
て

い
る
た
め
問
題
は
な
い
。

■
財
産
の
取
得（
パ
ソ
コ
ン
）

【
問
】　
取
得
す
る
パ
ソ
コ

ン
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（※

）
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
て
い
る
の
か
。

山
田
賢
司
　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

新
庁
舎
で
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
の
管
理
・
運
用
を

考
え
、
購
入
す
る
２
２
０

台
分
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

ラ
イ
セ
ン
ス
を
機
種
の
購

入
と
は
別
に
入
札
を
行
っ

て
い
る
。

※

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
は…

特
定
の
用
途
や
目
的
の
た

め
に
作
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
代
表
例
は
、ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
な
ど
。

各種健（検）診や健康に関連する事業などに参加す
るとポイントが貯まる制度です。
30 ポイント貯まると 3,000 円分のお買い物券と交
換できます。（数に限りがあります。）
健康マイレージカードは、各庁舎に準備してありま
す。
対象者　町内に住所のある 30歳以上の方
　　　　（令和３年 3月 31日時点）
期　間　令和２年４月１日から令和３年３月 31日
注意事項
・交換はお 1人様１回限り。
・ポイントは家族などで合算できません。
・ポイントは次年度に繰り越しできません。
ポイント対象事業
★必須事業
・私の健康宣言（健康目標）
・健診事業（特定健診、人間ドックなど）
★選択事業
・各種がん検診
・歯周病健診、後期高齢者歯科健診
・献血　など
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

健康マイレージ
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◎ 一　般　質　問

0511 月号06 11 月号

◎ 一　般　質　問

一

　
般

　
質

　
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

大学生等を持つ親等への支援金給付の様子大学生等を持つ親等への支援金給付の様子

中舘　文雄 議員

　
　
対
策
・
支

　
　
援
を
実
施

で
き
る
体
制
を

維
持
し
つ
つ
、

各
種
交
流
事
業

に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答

　
　
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

と
第
２
期
創
生

総
合
戦
略
に
与

え
る
影
響
は
。

問質
　問
　世
界
を
揺
る
が
す

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
県
内
市

町
村
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
様

式
や
地
域
活
性
化
の
た
め
繰

り
広
げ
ら
れ
て
き
た
政
策
、

町
民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ

て
き
た
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
、

祭
り
な
ど
の
運
営
に
つ
い
て

見
直
し
を
迫
ら
れ
る
事
態
と

な
っ
た
。

　当
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
、
そ
れ

に
関
わ
る
町
民
へ
の
支
援
策

な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
、
ま

た
、
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
今
年
３
月
以
降
の
当
町
の

イ
ベ
ン
ト
、
祭
り
、
各
種
事

業
の
中
止
な
ど
に
よ
り
想
定

さ
れ
る
経
済
的
影
響
は
。

②
各
事
業
者
お
よ
び
団
体
関

係
者
と
の
協
議
の
概
要
と
今

後
の
対
策
は
。

③
創
生
総
合
戦
略
の
中
で
、

魅
力
あ
る
達
者
村
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
与
え
る
影
響
と
対
策

は
。

町
長
答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
支
援
事
業
と
し
て
、

町
独
自
で
飲
食
業
や
全
業
種

を
対
象
と
し
た
緊
急
対
策
支

援
金
、
農
畜
産
業
先
行
型
持

続
化
給
付
事
業
、
学
生
・
ア

ル
バ
イ
ト
支
援
金
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
ほ
か
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
と
合
わ
せ
、

町
内
に
約
20
億
４
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
各
庁
舎
内
に
、
来

庁
者
の
体
温
を
測
定
す
る
体

温
検
知
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た

ほ
か
、
消
毒
液
や
飛
沫
防
止

ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
す
る
な

ど
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
８
月

７
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
抗
原
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。
　

①
11
月
中
旬
の
あ
お
も
り
鍋

自
慢
ま
で
８
つ
の
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
が
決
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

に
よ
る
経
済
効
果
の
損
失
額

は
、
前
年
度
の
来
客
数
を
基

に
推
計
し
た
結
果
、
約
４
６

０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

②
各
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員

会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状

況
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
国

お
よ
び
県
か
ら
示
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
関
す
る
制
限

事
項
や
感
染
防
止
対
策
の
指

針
に
基
づ
き
対
応
方
針
を
協

議
し
中
止
の
決
定
を
行
っ

た
。

　
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療

薬
の
開
発
・
普
及
に
よ
っ
て

感
染
症
が
終
息
し
、
従
来
と

同
じ
形
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
望
む
が
、
現

在
の
状
況
で
は
「
新
し
い
生

活
様
式
」
に
対
応
し
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
感
染
症
拡
大
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
お
よ
び
参
加
者
の
安
全
を

確
保
し
つ
つ
、
効
果
的
な
集

客
が
期
待
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
で
き
る
よ
う
、
関
係

団
体
と
協
議
し
て
い
く
。

③
達
者
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
中
で
も
通
年
農
業
観
光

や
農
業
体
験
型
民
泊
に
お
け

る
来
訪
者
の
増
減
が
経
済
的

影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い

る
。（
受
入
数
の
比
較
は
下

表
参
照
）

　
対
策
と
し
て
、
観
光
農
園

ス
タ
ッ
フ
の
毎
朝
の
検
温
、

マ
ス
ク
や
フ
ェ
ー
ス
ガ
ー
ド

の
着
用
な
ど
飛
沫
防
止
対
策

の
徹
底
、
消
毒
液
の
設
置
、

来
園
者
の
検
温
、
来
園
者
記

録
簿
の
作
成
な
ど
、
予
防
対

策
を
万
全
に
し
て
受
け
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、
町
と
し
て

も
フ
ェ
ー
ス
ガ
ー
ド
や
入
園

者
用
マ
ス
ク
を
進
呈
す
る
な

ど
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
業
体
験
型
民
泊

で
は
、
三
八
地
方
農
業
観
光

振
興
協
議
会
が
策
定
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適
切
に

運
用
し
つ
つ
、
安
全
安
心
な

受
け
入
れ
を
進
め
て
い
く
。

※各年度４月から７月までの４カ月の合計で比較

通年農業観光受入人数の比較
 年度 入園者数 入園料収入
 Ｒ元年度 １万 4,788 人 約 1,580 万円
 Ｒ２年度 6,586 人 約 741 万円
 増減 △8,202 人 △約 839 万円

山田　賢司 議員

質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
国
の
経
済
成
長
は
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
も

上
回
る
落
ち
込
み
と
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
い
か

に
経
済
を
回
し
て
い
く
か
が

非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

　当
町
で
は
飲
食
店
へ
の
支

援
、
商
工
業
者
へ
の
支
援
、

農
業
・
畜
産
業
者
へ
の
支
援

や
学
生
の
支
援
な
ど
、
い
ち

早
く
取
り
組
ん
で
き
た
。

　自
ら
も
経
済
回
復
に
努
め

て
い
く
が
、
町
と
し
て
何
ら

か
の
施
策
は
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
規
制
の
一
部
緩
和
な
ど
の

機
会
を
捉
え
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
を
通
じ
て
町
民
の
皆

様
へ
地
元
で
の
消
費
を
お
願

い
し
て
き
た
ほ
か
、
飲
食
店

が
新
た
に
始
め
た
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
の
特
集

記
事
も
掲
載
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
今
、困
っ
て
い
る
人
を
、今
、

支
援
す
る
」
こ
と
を
基
本
と

し
、
こ
れ
ま
で
に
計
上
し
た

関
連
経
費
は
、
特
別
定
額
給

付
金
や
事
業
者
へ
の
支
援

金
、
感
染
防
止
対
策
経
費
な

ど
、
総
額
で
23
億
１
７
２
１

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
独
自
の
経
済
対

策
第
４
弾
と
し
て
「
大
学
生

等
を
持
つ
親
等
へ
の
支
援

金
」、「
商
工
業
者
コ
ロ
ナ

対
策
補
助
金
」、「
三
町
食

べ
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
補

助
金
」
な
ど
を
本
定
例
会
の

補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
ま
だ
終

息
す
る
兆
し
が
見
え
ず
、
長

期
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に

対
応
可
能
な
財
政
基
盤
を
確

立
し
つ
つ
、
引
き
続
き
町
民

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

議
員
各
位
と
の
共
通
認
識
の

下
、
町
の
行
政
機
能
を
総
動

員
し
、
引
き
続
き
必
要
な
施

策
を
企
画
立
案
し
、
実
施
し

て
い
く
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
で
の
経
済

回
復
に
つ
い

て
、
町
の
考
え

は
。 問

　
　
引
き
続
き

　
　
必
要
な
施

策
を
企
画
立
案

し
、
実
施
し
て

い
く
。

答

松本　啓吾 議員

　
　
大
学
生
な

　
　
ど
を
持
つ

親
な
ど
へ
の
給

付
を
予
定
し
て

い
る
。

答

　
　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
に
お
け
る

自
宅
外
学
生
へ

の
支
援
は
。

問質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
大

学
生
な
ど
の
生
活
が
日
増
し

に
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
特

に
、
親
元
を
離
れ
て
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
る
自
宅
外
学

生
へ
の
影
響
が
顕
著
で
あ

る
。　南

部
町
で
は
、
高
校
生
以

上
の
学
生
へ
の
支
援
と
し
て

「
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
支
援
金
」

を
い
ち
早
く
実
施
し
た
。
ま

た
、
政
府
で
も
、
家
庭
か
ら

自
立
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

に
よ
り
学
費
な
ど
を
賄
っ
て

い
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め

「
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
」

を
創
設
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
引
く
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
自
宅
外
学
生
や
保
護
者
へ

の
支
援
体
制
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁
　
飲
食
店
を
は
じ

め
と
す
る
町
内
事
業
者
の
全

業
種
に
対
す
る
緊
急
対
策
支

援
金
や
農
家
等
に
対
す
る
農

畜
産
業
先
行
型
持
続
化
給
付

金
の
ほ
か
、
緊
急
事
態
宣
言

の
影
響
で
収
入
が
30
％
以
上

減
少
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト

先
を
解
雇
さ
れ
た
り
し
た
学

生
に
対
し
て
「
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
支
援
金
」
を
給
付
し
、

町
民
や
町
内
事
業
者
の
皆
様

の
生
活
安
定
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
長
期
化
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
大
学
生
な
ど

を
持
つ
保
護
者
へ
の
支
援
金

を
本
定
例
会
の
補
正
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。

　「
大
学
生
等
を
持
つ
親
等

へ
の
支
援
金
」
は
、
自
宅
以

外
か
ら
通
学
し
て
い
る
大
学

生
の
親
に
は
10
万
円
、
自
宅

か
ら
通
学
し
て
い
る
大
学
生

の
親
に
は
７
万
円
、
自
宅
以

外
か
ら
通
学
し
て
い
る
高
校

生
の
親
に
は
７
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
給
付
予
定
と
し
て
い

る
。
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◎ 一　般　質　問

0511 月号06 11 月号

◎ 一　般　質　問

一

　
般

　
質

　
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

大学生等を持つ親等への支援金給付の様子大学生等を持つ親等への支援金給付の様子

中舘　文雄 議員

　
　
対
策
・
支

　
　
援
を
実
施

で
き
る
体
制
を

維
持
し
つ
つ
、

各
種
交
流
事
業

に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答

　
　
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

と
第
２
期
創
生

総
合
戦
略
に
与

え
る
影
響
は
。

問質
　問
　世
界
を
揺
る
が
す

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
県
内
市

町
村
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
様

式
や
地
域
活
性
化
の
た
め
繰

り
広
げ
ら
れ
て
き
た
政
策
、

町
民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ

て
き
た
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
、

祭
り
な
ど
の
運
営
に
つ
い
て

見
直
し
を
迫
ら
れ
る
事
態
と

な
っ
た
。

　当
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
、
そ
れ

に
関
わ
る
町
民
へ
の
支
援
策

な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
、
ま

た
、
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
今
年
３
月
以
降
の
当
町
の

イ
ベ
ン
ト
、
祭
り
、
各
種
事

業
の
中
止
な
ど
に
よ
り
想
定

さ
れ
る
経
済
的
影
響
は
。

②
各
事
業
者
お
よ
び
団
体
関

係
者
と
の
協
議
の
概
要
と
今

後
の
対
策
は
。

③
創
生
総
合
戦
略
の
中
で
、

魅
力
あ
る
達
者
村
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
与
え
る
影
響
と
対
策

は
。

町
長
答
弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
支
援
事
業
と
し
て
、

町
独
自
で
飲
食
業
や
全
業
種

を
対
象
と
し
た
緊
急
対
策
支

援
金
、
農
畜
産
業
先
行
型
持

続
化
給
付
事
業
、
学
生
・
ア

ル
バ
イ
ト
支
援
金
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
ほ
か
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
と
合
わ
せ
、

町
内
に
約
20
億
４
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
各
庁
舎
内
に
、
来

庁
者
の
体
温
を
測
定
す
る
体

温
検
知
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た

ほ
か
、
消
毒
液
や
飛
沫
防
止

ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
す
る
な

ど
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
８
月

７
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
抗
原
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。
　

①
11
月
中
旬
の
あ
お
も
り
鍋

自
慢
ま
で
８
つ
の
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
が
決
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

に
よ
る
経
済
効
果
の
損
失
額

は
、
前
年
度
の
来
客
数
を
基

に
推
計
し
た
結
果
、
約
４
６

０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

②
各
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員

会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状

況
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
国

お
よ
び
県
か
ら
示
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
関
す
る
制
限

事
項
や
感
染
防
止
対
策
の
指

針
に
基
づ
き
対
応
方
針
を
協

議
し
中
止
の
決
定
を
行
っ

た
。

　
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療

薬
の
開
発
・
普
及
に
よ
っ
て

感
染
症
が
終
息
し
、
従
来
と

同
じ
形
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
望
む
が
、
現

在
の
状
況
で
は
「
新
し
い
生

活
様
式
」
に
対
応
し
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
感
染
症
拡
大
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
お
よ
び
参
加
者
の
安
全
を

確
保
し
つ
つ
、
効
果
的
な
集

客
が
期
待
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
で
き
る
よ
う
、
関
係

団
体
と
協
議
し
て
い
く
。

③
達
者
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
中
で
も
通
年
農
業
観
光

や
農
業
体
験
型
民
泊
に
お
け

る
来
訪
者
の
増
減
が
経
済
的

影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い

る
。（
受
入
数
の
比
較
は
下

表
参
照
）

　
対
策
と
し
て
、
観
光
農
園

ス
タ
ッ
フ
の
毎
朝
の
検
温
、

マ
ス
ク
や
フ
ェ
ー
ス
ガ
ー
ド

の
着
用
な
ど
飛
沫
防
止
対
策

の
徹
底
、
消
毒
液
の
設
置
、

来
園
者
の
検
温
、
来
園
者
記

録
簿
の
作
成
な
ど
、
予
防
対

策
を
万
全
に
し
て
受
け
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、
町
と
し
て

も
フ
ェ
ー
ス
ガ
ー
ド
や
入
園

者
用
マ
ス
ク
を
進
呈
す
る
な

ど
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
業
体
験
型
民
泊

で
は
、
三
八
地
方
農
業
観
光

振
興
協
議
会
が
策
定
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適
切
に

運
用
し
つ
つ
、
安
全
安
心
な

受
け
入
れ
を
進
め
て
い
く
。

※各年度４月から７月までの４カ月の合計で比較

通年農業観光受入人数の比較
 年度 入園者数 入園料収入
 Ｒ元年度 １万 4,788 人 約 1,580 万円
 Ｒ２年度 6,586 人 約 741 万円
 増減 △8,202 人 △約 839 万円

山田　賢司 議員

質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
国
の
経
済
成
長
は
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
も

上
回
る
落
ち
込
み
と
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
い
か

に
経
済
を
回
し
て
い
く
か
が

非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

　当
町
で
は
飲
食
店
へ
の
支

援
、
商
工
業
者
へ
の
支
援
、

農
業
・
畜
産
業
者
へ
の
支
援

や
学
生
の
支
援
な
ど
、
い
ち

早
く
取
り
組
ん
で
き
た
。

　自
ら
も
経
済
回
復
に
努
め

て
い
く
が
、
町
と
し
て
何
ら

か
の
施
策
は
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
規
制
の
一
部
緩
和
な
ど
の

機
会
を
捉
え
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
を
通
じ
て
町
民
の
皆

様
へ
地
元
で
の
消
費
を
お
願

い
し
て
き
た
ほ
か
、
飲
食
店

が
新
た
に
始
め
た
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
の
特
集

記
事
も
掲
載
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
今
、困
っ
て
い
る
人
を
、今
、

支
援
す
る
」
こ
と
を
基
本
と

し
、
こ
れ
ま
で
に
計
上
し
た

関
連
経
費
は
、
特
別
定
額
給

付
金
や
事
業
者
へ
の
支
援

金
、
感
染
防
止
対
策
経
費
な

ど
、
総
額
で
23
億
１
７
２
１

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
独
自
の
経
済
対

策
第
４
弾
と
し
て
「
大
学
生

等
を
持
つ
親
等
へ
の
支
援

金
」、「
商
工
業
者
コ
ロ
ナ

対
策
補
助
金
」、「
三
町
食

べ
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
補

助
金
」
な
ど
を
本
定
例
会
の

補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
ま
だ
終

息
す
る
兆
し
が
見
え
ず
、
長

期
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に

対
応
可
能
な
財
政
基
盤
を
確

立
し
つ
つ
、
引
き
続
き
町
民

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

議
員
各
位
と
の
共
通
認
識
の

下
、
町
の
行
政
機
能
を
総
動

員
し
、
引
き
続
き
必
要
な
施

策
を
企
画
立
案
し
、
実
施
し

て
い
く
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
で
の
経
済

回
復
に
つ
い

て
、
町
の
考
え

は
。 問

　
　
引
き
続
き

　
　
必
要
な
施

策
を
企
画
立
案

し
、
実
施
し
て

い
く
。

答

松本　啓吾 議員

　
　
大
学
生
な

　
　
ど
を
持
つ

親
な
ど
へ
の
給

付
を
予
定
し
て

い
る
。

答

　
　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
に
お
け
る

自
宅
外
学
生
へ

の
支
援
は
。

問質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
大

学
生
な
ど
の
生
活
が
日
増
し

に
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
特

に
、
親
元
を
離
れ
て
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
る
自
宅
外
学

生
へ
の
影
響
が
顕
著
で
あ

る
。　南

部
町
で
は
、
高
校
生
以

上
の
学
生
へ
の
支
援
と
し
て

「
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
支
援
金
」

を
い
ち
早
く
実
施
し
た
。
ま

た
、
政
府
で
も
、
家
庭
か
ら

自
立
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

に
よ
り
学
費
な
ど
を
賄
っ
て

い
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め

「
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
」

を
創
設
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
引
く
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
自
宅
外
学
生
や
保
護
者
へ

の
支
援
体
制
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁
　
飲
食
店
を
は
じ

め
と
す
る
町
内
事
業
者
の
全

業
種
に
対
す
る
緊
急
対
策
支

援
金
や
農
家
等
に
対
す
る
農

畜
産
業
先
行
型
持
続
化
給
付

金
の
ほ
か
、
緊
急
事
態
宣
言

の
影
響
で
収
入
が
30
％
以
上

減
少
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト

先
を
解
雇
さ
れ
た
り
し
た
学

生
に
対
し
て
「
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
支
援
金
」
を
給
付
し
、

町
民
や
町
内
事
業
者
の
皆
様

の
生
活
安
定
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
長
期
化
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
大
学
生
な
ど

を
持
つ
保
護
者
へ
の
支
援
金

を
本
定
例
会
の
補
正
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。

　「
大
学
生
等
を
持
つ
親
等

へ
の
支
援
金
」
は
、
自
宅
以

外
か
ら
通
学
し
て
い
る
大
学

生
の
親
に
は
10
万
円
、
自
宅

か
ら
通
学
し
て
い
る
大
学
生

の
親
に
は
７
万
円
、
自
宅
以

外
か
ら
通
学
し
て
い
る
高
校

生
の
親
に
は
７
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
給
付
予
定
と
し
て
い

る
。
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◎ 一　般　質　問

0711 月号08 11 月号

◎ 一般質問、議会傍聴

健康増進公社「バーデパーク」プールの様子健康増進公社「バーデパーク」プールの様子

工藤　愛 議員

質
　
問
　
小
中
学
校
へ
の

ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
、

第
84
回
定
例
会
で
「
学
校
再

編
を
視
野
に
入
れ
て
の
計
画

が
必
要
で
あ
る
」
と
回
答
が

あ
っ
た
が
、
設
置
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
経
済
活
動
、
教
育

活
動
が
再
開
さ
れ
る
中
、
い

つ
感
染
者
が
出
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
あ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
、
ま
た
、

教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に

も
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
は

大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
学
校
統
廃
合
な
ど
を
理
由

に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
設
置

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
て
、
進
行
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

教
育
長
答
弁

①
小
中
学
校

の
普
通
教
室
に
冷
房
設
備
の

設
置
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
な
ど
一
部
の
特
別
教
室
に

エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
度
、
普
通
教
室
な

ど
へ
扇
風
機
１
２
６
台
と
エ

ア
コ
ン
未
設
置
学
校
の
保
健

室
へ
冷
風
機
10
台
を
整
備
し

て
い
る
。

　
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
、
学
校
統
廃
合
と
一

体
的
に
検
討
し
、
整
備
し
て

い
き
た
い
。

②
ハ
ー
ド
面
で
は
、
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
業
務

の
入
札
を
８
月
に
行
っ
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
端
末
機
器
は
11
月
の
入

札
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
法
改
正

に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

併
用
が
認
め
ら
れ
た
が
、
授

業
時
間
数
の
２
分
の
１
未
満

し
か
使
え
な
い
こ
と
や
費
用

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
全
国
で
の
導
入
率
は

20
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
で
は
２
０
２
４
年
度
に

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
本
格
導

入
す
る
こ
と
を
視
野
に
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ

る
方
向
性
と
併
せ
つ
つ
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
よ
り
よ
い

活
用
方
法
に
つ
い
て
各
学
校

で
協
議
し
て
い
く
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

指
導
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
研
修
へ
の
参
加
、
外
部

講
師
を
招
い
た
研
修
会
の
実

施
な
ど
を
し
て
お
り
、
町
と

し
て
も
支
援
し
て
い
く
。

質
　
問
　
町
民
が
安
心
し
て

こ
の
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ

る
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
町
内
放
送
が
最
も
迅
速
に

情
報
発
信
で
き
る
手
段
と
考

え
る
が
、
聞
き
逃
し
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
。
町
民
か
ら
の

要
望
は
出
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
迅
速
な
情
報
提
供
に
つ

い
て
の
方
策
は
。

②
感
染
対
策
を
踏
ま
え
た
町

の
避
難
訓
練
か
ら
見
え
た
今

後
の
課
題
は
。

③
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
予
定
は
。

町
長
答
弁

　①
放
送
内
容
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際

は
、
無
料
で
防
災
行
政
無
線

の
放
送
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
電
話
番
号
を
案
内
し

て
お
り
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。
ま
た
、
難
聴
地
域
の

調
査
を
行
い
、
ス
ピ
ー
カ
ー

の
改
善
な
ど
の
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

　
町
内
放
送
が
聞
こ
え
な
い

世
帯
で
は
、
現
地
を
確
認
し

戸
別
受
信
機
の
設
置
を
行
う

こ
と
で
改
善
を
図
っ
て
お

り
、
昨
年
度
は
２
件
、
今
年

度
は
７
件
設
置
し
て
い
る
。

　
情
報
提
供
の
方
策
と
し

て
、防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
、

緊
急
を
要
す
る
災
害
、
避
難

情
報
で
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

活
用
、ほ
っ
と
ス
ル
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
も
活
用
し
、
多
く

の
媒
体
で
早
く
正
確
な
情
報

提
供
を
し
て
い
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
備
え
た
避
難
所
運
営

で
は
、
避
難
者
の
検
温
や
発

熱
者
用
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
な
ど
が
必
要
と
な
る
た

め
、
避
難
所
に
配
置
す
る
職

員
を
従
来
の
２
倍
程
度
に
増

員
す
る
ほ
か
、
避
難
所
物
品

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
多
数
の
避
難
所
を

開
設
し
た
場
合
、
職
員
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、
自
主
防

災
会
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
、
指
定
避
難
所
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
物
品
を
常
備
し
、
避

難
所
運
営
方
法
の
説
明
や
訓

練
の
実
施
な
ど
を
行
う
予
定

と
し
て
い
る
。

③
今
年
度
中
の
で
き
る
限
り

早
い
時
期
で
の
策
定
を
目
指

し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
エ
ア
コ
ン

　
　
の
設
置
は

学
校
統
廃
合
と

一
体
的
に
検
討

し
て
い
く
。

答

　
　
小
中
学
校

　
　
教
育
環
境

の
整
備
の
現
在

の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。

問

　
　
災
害
に
強

　
　
い
町
づ
く

り
の
現
状
と
課

題
は
。

問

　
　
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
備

え
た
避
難
所
運

営
を
し
て
く
。

答

夏堀嘉一郎 議員

　
　
バ
ー
デ

　
　
パ
ー
ク
は

治
療
専
門
の
施

設
で
は
な
い
た

め
、
活
用
は
難

し
い
。

答

　
　
医
療
セ
ン

　
　
タ
ー
と

バ
ー
デ
パ
ー
ク

を
連
携
し
健
康

づ
く
り
を
す
る

考
え
は
。

問質
　
問
①
八
戸
市
民
病
院

な
ど
の
中
核
病
院
か
ら
退
院

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
患

者
を
医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
け

入
れ
、
水
中
運
動
な
ど
で
効

率
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
た

め
健
康
増
進
公
社
「
バ
ー
デ

パ
ー
ク
」を
活
用
す
る
な
ど
、

各
施
設
が
連
携
す
る
こ
と
で

施
設
本
来
の
目
的
や
経
営
向

上
も
期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
、

町
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
健
康
宣
言
を
掲
げ
て

い
る
町
と
し
て
の
見
解
は
。

②
ま
た
、
当
町
の
男
性
の
死

亡
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
50
位

以
内
で
あ
り
、
専
門
家
か
ら

は
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ

く
り
を
地
道
に
し
て
い
く
し

か
な
い
と
強
く
訴
え
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
当
町
の

施
設
が
連
携
し
て
健
康
づ
く

り
の
成
果
を
出
す
こ
と
で
、

短
命
県
返
上
を
提
唱
し
て
い

る
県
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
評
価
さ
れ
、
次
の
健
康
づ

く
り
の
ス
テ
ー
ジ
に
対
す
る

補
助
や
助
成
が
期
待
さ
れ
る

と
考
え
る
が
、
町
と
し
て
の

見
解
は
。

町
長
答
弁

　①
転
院
は
、
本

人
、
家
族
の
意
向
を
踏
ま
え

た
上
で
病
院
間
で
受
入
れ
の

有
無
を
決
定
し
て
い
る
。
受

け
入
れ
る
際
は
、
情
報
提
供

書
を
基
に
患
者
の
状
態
を
確

認
し
、
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
か
検
討
す
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
医
師
の
指
示

に
よ
り
治
療
の
一
環
で
行
う

医
療
行
為
で
あ
る
。
バ
ー
デ

パ
ー
ク
は
治
療
専
用
の
施
設

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
活
用

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

②
令
和
２
年
７
月
31
日
発
表

の
人
口
動
態
統
計
特
殊
報
告

に
よ
る
と
、
青
森
県
内
の
全

市
町
村
で
死
亡
率
は
全
国
平

均
を
超
え
て
お
り
、
い
ず
れ

も
悪
い
結
果
と
な
っ
て
い

る
。（
左
下
参
照
）

　
平
成
30
年
青
森
県
保
健
統

計
年
報
に
よ
る
と
、
青
森
県

で
の
死
因
第
１
位
が
悪
性
新

生
物
（
が
ん
）
で
27
・
６
％
、

第
２
位
が
心
疾
患
で
15
％
、

第
３
位
が
脳
血
管
疾
患
で

９
・
３
％
と
、
１
位
か
ら
３

位
ま
で
で
全
体
の
50
％
以
上

の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
悪
性
新
生
物
は
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
有
効
で
あ

り
、
当
町
で
は
、
が
ん
対
策

を
強
化
す
る
こ
と
に
重
点
を

置
き
、
特
定
健
診
、
が
ん
検

診
の
受
診
率
の
向
上
や
健
診

後
の
精
密
検
査
の
受
診
率
の

向
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
医
療
セ
ン
タ
ー
と
バ
ー

デ
パ
ー
ク
の
連
携
を
期
待
し

た
い
が
、
医
療
と
健
康
づ
く

り
を
連
携
す
る
に
は
医
療
保

険
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か

や
専
門
職
な
ど
の
人
材
確
保

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
は

バ
ー
デ
パ
ー
ク
だ
け
で
な

く
、
各
地
区
の
体
育
施
設
な

ど
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食

育
も
重
要
で
あ
り
、
両
面
か

ら
の
事
業
の
展
開
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

 全国平均 1.43 100.0 100.0
 青森県平均 1.42 119.0 110.8
 南部町 1.42 121.6 102.7

 標準化死亡比
 男 女

合計特殊
出生率

合計特殊出生率と標準化死亡比

平成 25年～平成 29年
人口動態統計特殊報告（厚生労働省）

合計特殊出生率：１人の女性
が年齢別出生率で一生の間に
産むとしたときの子どもの数
に相当。
標準化死亡比：全国平均を100
とし、死亡率が高い場合は100
より大きい値となる。

令
和
元
年
度
の
決
算
審

査
が
９
月
定
例
会
に
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
開

か
れ
た
議
会
の
様
子
な
ど

を
分
か
り
易
く
お
伝
え
す

る
た
め
の
役
割
に
全
力
で

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
進
化
し
続
け

る
「
議
会
だ
よ
り
」
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　
昨
今
は
感
染
終
息
の
兆

し
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

に
加
え
て
、
寒
暖
の
差
が

大
き
く
体
調
を
崩
し
や
す

い
気
候
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
御
身
大
切
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
　
員
夏
堀  

嘉
一
郎  

記

　12 月定例会は 12 月４日
に開会する予定ですので、
傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りが
ありますので、議会事務局
までお問い合わせください。

☎ 0178-84-2124

議会傍聴

広報なんぶちょう 11月号 30



◎ 一　般　質　問

0711 月号08 11 月号

◎ 一般質問、議会傍聴

健康増進公社「バーデパーク」プールの様子健康増進公社「バーデパーク」プールの様子

工藤　愛 議員

質
　
問
　
小
中
学
校
へ
の

ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
、

第
84
回
定
例
会
で
「
学
校
再

編
を
視
野
に
入
れ
て
の
計
画

が
必
要
で
あ
る
」
と
回
答
が

あ
っ
た
が
、
設
置
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
経
済
活
動
、
教
育

活
動
が
再
開
さ
れ
る
中
、
い

つ
感
染
者
が
出
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
あ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
、
ま
た
、

教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に

も
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
は

大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
学
校
統
廃
合
な
ど
を
理
由

に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
設
置

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
て
、
進
行
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

教
育
長
答
弁

①
小
中
学
校

の
普
通
教
室
に
冷
房
設
備
の

設
置
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
な
ど
一
部
の
特
別
教
室
に

エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
度
、
普
通
教
室
な

ど
へ
扇
風
機
１
２
６
台
と
エ

ア
コ
ン
未
設
置
学
校
の
保
健

室
へ
冷
風
機
10
台
を
整
備
し

て
い
る
。

　
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
、
学
校
統
廃
合
と
一

体
的
に
検
討
し
、
整
備
し
て

い
き
た
い
。

②
ハ
ー
ド
面
で
は
、
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
業
務

の
入
札
を
８
月
に
行
っ
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
端
末
機
器
は
11
月
の
入

札
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
法
改
正

に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

併
用
が
認
め
ら
れ
た
が
、
授

業
時
間
数
の
２
分
の
１
未
満

し
か
使
え
な
い
こ
と
や
費
用

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
全
国
で
の
導
入
率
は

20
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
で
は
２
０
２
４
年
度
に

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
本
格
導

入
す
る
こ
と
を
視
野
に
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ

る
方
向
性
と
併
せ
つ
つ
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
よ
り
よ
い

活
用
方
法
に
つ
い
て
各
学
校

で
協
議
し
て
い
く
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

指
導
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
研
修
へ
の
参
加
、
外
部

講
師
を
招
い
た
研
修
会
の
実

施
な
ど
を
し
て
お
り
、
町
と

し
て
も
支
援
し
て
い
く
。

質
　
問
　
町
民
が
安
心
し
て

こ
の
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ

る
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
町
内
放
送
が
最
も
迅
速
に

情
報
発
信
で
き
る
手
段
と
考

え
る
が
、
聞
き
逃
し
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
。
町
民
か
ら
の

要
望
は
出
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
迅
速
な
情
報
提
供
に
つ

い
て
の
方
策
は
。

②
感
染
対
策
を
踏
ま
え
た
町

の
避
難
訓
練
か
ら
見
え
た
今

後
の
課
題
は
。

③
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
予
定
は
。

町
長
答
弁

　①
放
送
内
容
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際

は
、
無
料
で
防
災
行
政
無
線

の
放
送
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
電
話
番
号
を
案
内
し

て
お
り
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。
ま
た
、
難
聴
地
域
の

調
査
を
行
い
、
ス
ピ
ー
カ
ー

の
改
善
な
ど
の
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

　
町
内
放
送
が
聞
こ
え
な
い

世
帯
で
は
、
現
地
を
確
認
し

戸
別
受
信
機
の
設
置
を
行
う

こ
と
で
改
善
を
図
っ
て
お

り
、
昨
年
度
は
２
件
、
今
年

度
は
７
件
設
置
し
て
い
る
。

　
情
報
提
供
の
方
策
と
し

て
、防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
、

緊
急
を
要
す
る
災
害
、
避
難

情
報
で
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

活
用
、ほ
っ
と
ス
ル
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
も
活
用
し
、
多
く

の
媒
体
で
早
く
正
確
な
情
報

提
供
を
し
て
い
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
備
え
た
避
難
所
運
営

で
は
、
避
難
者
の
検
温
や
発

熱
者
用
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
な
ど
が
必
要
と
な
る
た

め
、
避
難
所
に
配
置
す
る
職

員
を
従
来
の
２
倍
程
度
に
増

員
す
る
ほ
か
、
避
難
所
物
品

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
多
数
の
避
難
所
を

開
設
し
た
場
合
、
職
員
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、
自
主
防

災
会
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
、
指
定
避
難
所
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
物
品
を
常
備
し
、
避

難
所
運
営
方
法
の
説
明
や
訓

練
の
実
施
な
ど
を
行
う
予
定

と
し
て
い
る
。

③
今
年
度
中
の
で
き
る
限
り

早
い
時
期
で
の
策
定
を
目
指

し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
エ
ア
コ
ン

　
　
の
設
置
は

学
校
統
廃
合
と

一
体
的
に
検
討

し
て
い
く
。

答

　
　
小
中
学
校

　
　
教
育
環
境

の
整
備
の
現
在

の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。

問

　
　
災
害
に
強

　
　
い
町
づ
く

り
の
現
状
と
課

題
は
。

問

　
　
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
備

え
た
避
難
所
運

営
を
し
て
く
。

答

夏堀嘉一郎 議員

　
　
バ
ー
デ

　
　
パ
ー
ク
は

治
療
専
門
の
施

設
で
は
な
い
た

め
、
活
用
は
難

し
い
。

答

　
　
医
療
セ
ン

　
　
タ
ー
と

バ
ー
デ
パ
ー
ク

を
連
携
し
健
康

づ
く
り
を
す
る

考
え
は
。

問質
　
問
①
八
戸
市
民
病
院

な
ど
の
中
核
病
院
か
ら
退
院

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
患

者
を
医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
け

入
れ
、
水
中
運
動
な
ど
で
効

率
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
た

め
健
康
増
進
公
社
「
バ
ー
デ

パ
ー
ク
」を
活
用
す
る
な
ど
、

各
施
設
が
連
携
す
る
こ
と
で

施
設
本
来
の
目
的
や
経
営
向

上
も
期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
、

町
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
健
康
宣
言
を
掲
げ
て

い
る
町
と
し
て
の
見
解
は
。

②
ま
た
、
当
町
の
男
性
の
死

亡
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
50
位

以
内
で
あ
り
、
専
門
家
か
ら

は
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ

く
り
を
地
道
に
し
て
い
く
し

か
な
い
と
強
く
訴
え
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
当
町
の

施
設
が
連
携
し
て
健
康
づ
く

り
の
成
果
を
出
す
こ
と
で
、

短
命
県
返
上
を
提
唱
し
て
い

る
県
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
評
価
さ
れ
、
次
の
健
康
づ

く
り
の
ス
テ
ー
ジ
に
対
す
る

補
助
や
助
成
が
期
待
さ
れ
る

と
考
え
る
が
、
町
と
し
て
の

見
解
は
。

町
長
答
弁

　①
転
院
は
、
本

人
、
家
族
の
意
向
を
踏
ま
え

た
上
で
病
院
間
で
受
入
れ
の

有
無
を
決
定
し
て
い
る
。
受

け
入
れ
る
際
は
、
情
報
提
供

書
を
基
に
患
者
の
状
態
を
確

認
し
、
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
か
検
討
す
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
医
師
の
指
示

に
よ
り
治
療
の
一
環
で
行
う

医
療
行
為
で
あ
る
。
バ
ー
デ

パ
ー
ク
は
治
療
専
用
の
施
設

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
活
用

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

②
令
和
２
年
７
月
31
日
発
表

の
人
口
動
態
統
計
特
殊
報
告

に
よ
る
と
、
青
森
県
内
の
全

市
町
村
で
死
亡
率
は
全
国
平

均
を
超
え
て
お
り
、
い
ず
れ

も
悪
い
結
果
と
な
っ
て
い

る
。（
左
下
参
照
）

　
平
成
30
年
青
森
県
保
健
統

計
年
報
に
よ
る
と
、
青
森
県

で
の
死
因
第
１
位
が
悪
性
新

生
物
（
が
ん
）
で
27
・
６
％
、

第
２
位
が
心
疾
患
で
15
％
、

第
３
位
が
脳
血
管
疾
患
で

９
・
３
％
と
、
１
位
か
ら
３

位
ま
で
で
全
体
の
50
％
以
上

の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
悪
性
新
生
物
は
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
有
効
で
あ

り
、
当
町
で
は
、
が
ん
対
策

を
強
化
す
る
こ
と
に
重
点
を

置
き
、
特
定
健
診
、
が
ん
検

診
の
受
診
率
の
向
上
や
健
診

後
の
精
密
検
査
の
受
診
率
の

向
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
医
療
セ
ン
タ
ー
と
バ
ー

デ
パ
ー
ク
の
連
携
を
期
待
し

た
い
が
、
医
療
と
健
康
づ
く

り
を
連
携
す
る
に
は
医
療
保

険
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か

や
専
門
職
な
ど
の
人
材
確
保

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
は

バ
ー
デ
パ
ー
ク
だ
け
で
な

く
、
各
地
区
の
体
育
施
設
な

ど
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食

育
も
重
要
で
あ
り
、
両
面
か

ら
の
事
業
の
展
開
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

 全国平均 1.43 100.0 100.0
 青森県平均 1.42 119.0 110.8
 南部町 1.42 121.6 102.7

 標準化死亡比
 男 女

合計特殊
出生率

合計特殊出生率と標準化死亡比

平成 25年～平成 29年
人口動態統計特殊報告（厚生労働省）

合計特殊出生率：１人の女性
が年齢別出生率で一生の間に
産むとしたときの子どもの数
に相当。
標準化死亡比：全国平均を100
とし、死亡率が高い場合は100
より大きい値となる。

令
和
元
年
度
の
決
算
審

査
が
９
月
定
例
会
に
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
開

か
れ
た
議
会
の
様
子
な
ど

を
分
か
り
易
く
お
伝
え
す

る
た
め
の
役
割
に
全
力
で

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
進
化
し
続
け

る
「
議
会
だ
よ
り
」
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　
昨
今
は
感
染
終
息
の
兆

し
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

に
加
え
て
、
寒
暖
の
差
が

大
き
く
体
調
を
崩
し
や
す

い
気
候
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
御
身
大
切
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
　
員
夏
堀  

嘉
一
郎  

記

　12 月定例会は 12 月４日
に開会する予定ですので、
傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りが
ありますので、議会事務局
までお問い合わせください。

☎ 0178-84-2124

議会傍聴

広報なんぶちょう 11月号31



名農生が農作業支援活動を実施
町内農家での農作業実習
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支援活動を通し、農業の現場への理解を深めました

９月18日、名農高の１年生が町内農家の園地へ
出向き、農作業を手伝いながら、農家の方々の苦
労や工夫を学びました。

この活動は、例年、春と秋の２回実施していま
したが、今年は新型コロナウイルス感染防止のた
め、春の活動が中止となっていました。

実習では、野菜・果物の収穫や出荷準備などの
作業を手伝いながら、町内の農家の方々が困って
いることをリサーチ。実習での学びを、今後の校
内での活動に生かしていきます。

農家の皆さんのご協力に感謝するとともに、こ
れらの活動を通し、地域への貢献を目指します。

むし歯ゼロむし歯ゼロの 元気な んぶっこなんぶっこ気な な
（９月17日 ３歳児健康診査）（９月17日 ３歳児健康診査）

たなか ゆうすけ くん
（福田）

ばば わこ ちゃん
（沖田面）

ふくやま とあ くん
（埖渡）

いしざき あおし くん
（福田）

ぬまはた まひろ ちゃん
（高瀬）

くどう ひろな くん
（福田）

たむら ゆいな ちゃん
（杉沢）

さとう けんせい くん
（福田）

きむら そう くん
（剣吉）

ばば ゆい ちゃん
（小向）




